
造
瓦
組
織
の
復
原
と
瓦
当
文

一
東
海
地
方
の
国
分
寺
か
ら

梶

原

義

実

門
要
約
】
　
国
分
寺
の
造
営
に
あ
た
っ
て
は
、
中
央
政
府
が
積
極
的
に
技
術
的
援
助
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
各
国
国
分
寺
で
出
土
す
る
平
城
京
と
同
文
の
瓦
は

そ
の
証
左
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
扱
う
東
海
地
方
の
四
つ
の
国
に
つ
い
て
も
、
軒
平
瓦
の
文
様
意
匠
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
と
の

関
係
の
強
さ
や
四
ヶ
国
の
紐
帯
の
強
さ
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
こ
の
四
ヶ
国
の
瓦
を
総
体
的
に
検
討
し
、
特
に
軒
丸
瓦
に
お
い
て
在
地
の
要
素
が

強
い
こ
と
、
国
分
寺
瓦
屋
の
展
開
・
消
長
の
様
相
が
四
ヶ
国
で
一
様
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
従
来
の
論
へ
の
反
証
と
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
瓦
当
文

か
ら
そ
の
ま
ま
当
時
の
政
治
的
背
景
や
寺
院
造
営
者
間
の
関
係
な
ど
を
読
み
と
る
研
究
に
疑
問
を
呈
し
、
瓦
当
文
を
含
め
た
瓦
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
造

瓦
組
織
の
復
原
と
い
う
目
的
の
も
と
で
行
い
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
果
を
、
文
献
史
の
成
果
や
他
の
諸
生
産
組
織
と
比
較
検
討
し
て
い
く
と
い
う

筆
者
の
立
場
を
主
張
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
穴
巻
三
号
　
二
〇
〇
蕊
年
五
月

造瓦組織の復原と瓦妾文（梶原）

は
　
じ
　
め
　
に

天
平
＝
二
（
七
四
一
）
年
、
聖
武
天
皇
の
「
国
分
寺
造
営
の
詔
」
に
よ
っ
て
諸
国
国
分
寺
の
造
営
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
決
し
て

順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
天
平
一
九
（
七
四
七
）
年
男
・
勅
で
の
国
分
寺
造
営
に
協
力
し
た
郡
司
の
優
遇
制
度
や
、
天
平
勝
宝
八

（
七
五
六
）
年
詔
・
勅
で
の
国
分
寺
丈
六
仏
像
造
作
の
督
促
な
ど
、
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
造
営
の
遅
れ
て
い
る
国
分
寺
に
対
し
て
は
、
中
央
か
ら
の
「
技
術
援
助
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
き
た
。
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実
際
に
天
平
勝
宝
八
年
詔
で
は
造
仏
工
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
の
「
国
分
二
号
図
の
墜
下
」
を
技
術
面
に
関

す
る
図
面
と
と
る
向
き
も
あ
る
【
角
田
編
一
九
三
八
】
。
技
術
援
助
は
国
分
寺
造
営
の
各
所
に
及
ん
だ
と
さ
れ
、
各
国
国
分
寺
で
出
土
す
る
平
城

宮
・
京
と
同
文
の
瓦
に
つ
い
て
も
、
一
様
に
中
央
か
ら
の
上
瓦
技
術
援
助
の
証
左
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、
駿
河
・
遠
江
・
三
河
・
尾
張
の
東
海
四
ヶ
国
の
国
分
寺
の
瓦
に
つ
い
て
も
、
相
互
に
強
い
関
連
性
を
も
ち
ま
た
平
城
京
に

ル
ー
ツ
が
あ
る
と
い
う
森
郁
夫
氏
の
見
解
が
支
持
さ
れ
て
き
た
門
森
一
九
九
〇
・
一
九
九
八
】
。
軒
平
瓦
は
、
駿
河
国
分
寺
と
さ
れ
る
片
山
廃
寺

に
平
城
宮
六
六
六
三
C
型
式
の
瓦
が
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
文
様
退
化
の
過
程
で
起
こ
っ
た
中
心
飾
り
の
反
転
と
い
う
特
徴
が
尾
張
・
三
河

な
ど
に
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
駿
河
か
ら
順
次
文
様
が
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
技
術
や
工
人
の
移
動
・
交
流
を
示
す
と
解
釈

さ
れ
る
。
ま
た
鬼
瓦
の
様
相
か
ら
も
、
文
様
・
形
状
の
共
通
性
が
強
調
さ
れ
、
平
城
宮
式
の
系
譜
を
引
く
と
も
い
わ
れ
る
【
前
田
二
〇
〇
〇
】
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
、
軒
丸
瓦
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
東
海
四
国
分
寺
の
軒
丸
瓦
の
文
様
は
、
一
見
中
央
系
と
は
言
い
難
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
そ
れ
を
軽
視
し
、
轡
型
系
の
文
様
と
類
似
す
る
軒
平
瓦
の
み
を
取
り
上
げ
、
主
に
中
央
か
ら
の
国
分
寺
造
営
へ
の
援
助
と
し
て
語
ら
れ
る

「
政
治
的
意
思
」
や
工
入
の
交
流
と
い
っ
た
結
論
を
、
文
様
の
類
似
の
み
を
主
な
る
根
拠
と
し
て
背
負
わ
せ
る
こ
と
に
は
首
肯
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
事
象
は
何
も
東
海
地
方
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
的
な
瓦
研
究
の
傾
向
と
し
て
窺
え
る
問
題
で
あ
る
。
山
崎
信
二
氏
は
、

「
平
城
宮
・
京
と
同
箔
の
軒
瓦
お
よ
び
平
城
宮
式
軒
瓦
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
の
中
で
こ
れ
ら
の
研
究
動
向
に
警
鐘
を
発
し
て
い
る
。

門
八
世
紀
の
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
で
、
平
城
宮
出
土
品
に
類
似
し
た
瓦
全
文
様
の
瓦
を
平
城
宮
式
と
か
平
城
京
式
と
呼
び
、
そ
の
よ
う
な
平
城
宮

系
の
軒
瓦
の
文
様
を
生
み
だ
す
背
景
と
し
て
、
官
と
の
強
力
な
つ
な
が
り
や
官
か
ら
の
技
術
的
な
援
助
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
類

似
し
た
瓦
当
文
様
な
る
も
の
は
、
そ
れ
を
禁
欲
的
に
言
え
ば
、
文
様
が
単
に
類
似
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
官
と
の
強
力
な
つ
な

が
り
や
官
か
ら
の
技
術
的
な
援
助
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
別
に
論
証
す
べ
き
細
か
い
手
続
き
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
な
る
ほ
ど
、
過

去
の
瓦
の
論
考
の
う
ち
類
似
し
た
瓦
文
様
が
波
及
す
る
意
味
に
つ
い
て
の
結
論
は
、
あ
る
い
は
一
部
（
あ
る
い
は
半
分
程
度
）
に
つ
い
て
事
実
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
文
献
史
学
に
よ
る
分
析
の
結
論
が
先
に
あ
っ
て
、
瓦
は
そ
の
結
論
を
援
用
す
る
素
材
に
利
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用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
」
【
山
崎
一
九
九
四
】

　
こ
の
意
識
は
正
し
い
。
筆
者
も
ま
た
、
「
国
分
寺
造
営
期
の
瓦
供
給
体
制
一
西
海
道
諸
国
の
例
か
ら
一
」
の
中
で
、
西
海
道
の
多
く
の
国
分

寺
に
大
宰
府
系
文
様
の
瓦
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
即
、
大
宰
府
か
ら
の
政
治
的
影
響
や
技
術
援
助
を
論
じ
る
従
来
の
論
調
に
否
定
的
見

解
を
加
え
て
い
る
【
梶
原
二
〇
〇
〇
】
。

　
本
稿
で
は
、
東
海
地
方
四
国
分
寺
の
瓦
を
総
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
特
に
軒
丸
瓦
に
お
い
て
文
様
・
技
法
と
も
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
在

地
の
要
素
が
強
い
こ
と
を
確
認
し
、

く憾麗　音聾

、瓦当部

顎

。
割
　
　
脇
区

悪
意
櫛

　
サ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し

　
　
　
。
＼
中

ま
た
製
作
技
法
を
中
心
と
し
た
検
討
か
ら
、
各
藩
の
工
人
の
動
向
・
消
長
に
つ
き
、
創
建
期
の
様
相
・
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
後
の
展
開
・
周
辺
諸
寺
と
の
関
連
と
い
う
三
点
に
つ
い
て
復
原

　
講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
考
察
を
加
え
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

戸当部
丸瓦都

造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

再z瓦吝i‘［些1面

　　K＞

　　　聡．

上外区趨1・賊僧丁でぢ‘

内区

下外区
愚繍

N

寒
。
ゆ　

o
》

鱗§謝中
房

内
区

xN，k／S（BZIUUtwssV

e

“

　瓦当雪面
　悶弁
蓮弁

　　　　　　界線子葉

　鋸歯文　　蓮子

　　　　珠文

目1　軒平瓦と軒丸瓦の各部名称

外
区
内
縁

こ
れ
は
従
来
軒
平
瓦
の
文
様
な
ど
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
「
相
互
に

強
い
関
連
性
を
も
つ
」
と
い
う
論
と
は
異
な
る
見
解
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
東
海
四
ヶ
国
の
国
分
寺
は
遠
江
↓
駿
河
↓
尾
張
↓
三
河
と

い
う
順
に
造
営
が
開
始
さ
れ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
〔
前
田
二
〇

〇
〇
】
。
そ
の
当
否
に
つ
い
て
は
保
留
す
る
が
、
本
稿
で
も
そ
の

順
で
検
討
を
加
え
る
。
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第
一
章
遠
江
国
分
寺

4 （300）

（【

j
資
料
の
検
討
（
図
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
平
野
吾
郎
氏
の
最
新
の
分
析
・
研
究
に
よ
る
と
、
軒
平
瓦
は
一
四
類
、
軒
丸
瓦
は
書
類
あ
り
、
そ
れ
は
文
様
の
変
遷
か
ら
四
期
に
分
け
ら
れ

る
と
さ
れ
る
【
平
野
一
九
九
八
】
。
以
下
平
野
氏
分
類
に
従
い
み
て
い
く
。

　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
④

　
軒
平
瓦
　
す
べ
て
一
枚
作
り
で
あ
る
。
第
王
期
は
A
・
B
の
二
種
で
あ
る
。
国
分
寺
金
堂
・
講
堂
周
辺
で
多
く
出
土
す
る
。
中
心
飾
り
を
も

つ
均
整
唐
草
文
で
は
あ
る
も
の
の
、
特
徴
的
な
文
様
で
あ
る
。
近
在
諸
寺
に
も
こ
れ
を
遡
る
類
例
は
な
く
、
遠
江
国
分
寺
で
創
案
さ
れ
た
意
匠

で
あ
ろ
う
。
第
H
期
は
C
・
D
・
E
・
F
の
四
種
で
あ
る
。
唐
草
文
が
崩
れ
、
S
訴
状
に
な
る
。
D
は
少
な
く
と
も
三
箔
、
E
・
F
は
二
院
存

在
す
る
。
国
分
寺
講
堂
・
築
地
周
辺
・
国
分
尼
寺
で
多
く
出
土
す
る
。
調
査
地
点
の
関
係
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
第
H
期
の
瓦
が
突
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
て
多
く
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
国
分
二
丁
以
外
の
周
辺
諸
寺
で
出
土
す
る
の
も
こ
れ
ら
の
瓦
で
あ
る
。
第
葦
子
は
G
～
J
、
第
W
期
は
K
～

N
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
出
土
量
は
少
な
く
ま
た
伽
藍
全
域
か
ら
満
遍
な
く
出
土
し
て
お
り
、
補
修
用
の
瓦
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
軒
平
瓦
の

検
討
か
ら
、
第
王
期
が
創
建
期
で
奈
良
時
代
後
半
、
第
E
期
が
奈
良
時
代
末
～
平
安
時
代
初
頭
、
第
皿
期
以
降
は
平
安
時
代
前
期
～
中
期
と
い

う
年
代
観
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
【
平
野
一
九
九
〇
】
な
ど
）
。
ま
た
以
上
の
瓦
の
多
く
は
、
清
ヶ
谷
古
窯
群
で
の
焼
成
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
れ
ら
の
瓦
に
つ
い
て
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
。
表
1
は
遠
江
国
分
寺
の
軒
平
瓦
の
諸
属
性
に
つ
き
、
数
量
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
だ
が
、
遠
江
国
分
寺
の
軒
平
瓦
は
、
瓦
当
が
三
日
月
状
を
呈
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
N
を
除
い
た
す

べ
て
の
時
期
の
瓦
に
連
綿
と
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
日
月
上
瓦
当
に
平
瓦
部
の
形
状
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
凸
面
側
端
部
を
何
回
も
縦
方

向
に
削
り
こ
み
、
丸
み
を
も
た
せ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
顎
部
形
状
は
い
ず
れ
も
直
線
顎
で
あ
る
（
図
3
）
。
ま
た
少
な
く
と
も
A
・
D
－
1
・
D
1
2
・
し
に
は
平
瓦
部
端
黒
ま
た
は
側
端
面
に
、
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在
地
の
瓦

国
分
寺
造
田
前
の

国
分
寺
第
－
期
（
創
建
期
）

第
n
期
（
伽
藍
整
備
期
）

第

三＿
　蟻

　簸

　
（
修
造
期
）

第
W
期

　
　
　
剛
　
入

　
　
　
ク

磯
、

　
戸
一
＼

　
ロ

盲
寺

難
夢
匿

孫譲

　
　
　
　
　
マ
ロ

簸
馨
茸

　
誕
偏
触

　　　　　1

（灘1

　　　寺谷

ジ1懸 葱
一
覇

碍噸態誕。〔＝；：

凡｛tiij： 技法の伝達一一一一→文様の伝達一・一一一レ製品移動

　　　　　図2　遠江の瓦（S＝1／10）

　　　　　　　　　和魂
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表1　遠江国分寺　軒平瓦型式別諸属性

瓦当
顎形状 顎削り 叩き

総数
形状

直線 曲線1　曲線H 縦 横　縦→横 なし 斜方 縦位 横位（顎部） 格子

A 3 三日月 3 2 ○

B 2 三口月 2 1 ○

C 11 王日月 8 2 1 ○

D 64 三日月 54 1 41 1 3 21 1

E 5 三日月 5 4 1 1

F 4 三日月 4 4 1牽○ ○

G 2 三日月 1

H 5 三日月 3 2 2

1 1 三日月 ユ ○ 1

J 11 三日月 7 2 9 10

K 3 三日月 2 2

L 2 三日月 1 1 1

M 5 王日月 2 2 2

N 5 通常 1 ユ

　　

@
顯
　
爾
　
　
　
鵬

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@聯

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@騨

凹
面
か
ら
続
く
布
目
痕
が
み
ら
れ
、
立
ち
上
が
り
の
あ
る
成
形
台
（
図
4
）
を
使

用
し
、
型
作
り
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
諸
特
徴
に
お
い
て
、
遠
江
国
分
寺
の
軒
平
瓦
は
N
を
除
い
て
共
通
性
が

強
く
、
そ
こ
か
ら
は
主
要
瓦
工
房
（
清
ヶ
谷
古
窯
群
）
に
お
け
る
工
人
系
譜
の
一

貫
性
が
想
起
さ
れ
る
。
特
に
第
王
期
と
さ
れ
た
A
・
B
と
、
第
H
期
と
さ
れ
た
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

～
F
の
瓦
は
、
平
瓦
部
凸
面
を
斜
位
に
密
に
叩
く
点
、
そ
の
後
顎
部
か
ら
平
瓦
全

長
の
半
分
程
度
以
上
に
わ
た
り
縦
削
り
を
加
え
る
点
な
ど
、
製
作
技
法
の
細
部
に

わ
た
り
同
様
で
あ
る
。
文
様
構
成
は
若
干
変
わ
る
が
、
文
様
の
タ
ッ
チ
は
、
太
く

偏
平
な
線
で
平
面
的
に
描
く
筆
致
や
唐
草
の
巻
き
方
な
ど
共
通
性
が
強
い
。
平
野

氏
は
第
H
期
の
瓦
が
「
瓦
当
文
様
の
分
析
か
ら
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
」
【
平
野
～
九

九
四
】
と
す
る
が
、
製
作
技
法
の
面
か
ら
は
考
え
に
く
い
。
数
量
的
な
も
の
か
ら

も
こ
れ
ら
す
べ
て
を
国
分
寺
の
「
創
建
瓦
」
と
み
て
よ
い
と
判
断
す
る
。
た
だ
先

述
の
と
お
り
、
金
堂
主
要
瓦
が
A
・
B
二
種
だ
け
な
の
に
対
し
、
講
堂
で
は
A
～
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E
ま
で
出
揃
う
こ
と
か
ら
、
金
堂
完
成
以
降
講
堂
造
営
ま
で
に
瓦
工
房
の
拡
充
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
を
天
平
一
九
年
の
督
励
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

比
定
す
る
杉
橋
隆
夫
氏
や
森
氏
の
見
解
【
杉
橋
一
九
九
四
】
門
森
一
九
九
五
】
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
む
し
ろ
、
技
法
・
調
整
な
ど
か
ら
み
る
な
ら
、
第
－
期
と
第
皿
期
の
問
の
差
が
大
き
い
。
H
・
J
な
ど
第
照
期
の
軒
平
瓦
は
、
平
瓦
部
凸
面

の
縄
叩
き
が
縦
方
向
に
な
り
、
ま
た
顎
部
～
平
瓦
部
へ
の
縦
削
り
調
整
が
省
略
さ
れ
る
。
皿
期
の
瓦
は
特
に
」
な
ど
相
当
量
出
土
し
て
お
り
、

比
較
的
大
規
模
な
修
造
時
に
用
い
ら
れ
た
瓦
と
し
て
よ
い
。
ま
た
、
第
W
期
と
さ
れ
る
瓦
は
、
平
野
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
第
璽
期
と
の
時
期

差
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
製
作
者
の
違
い
と
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
先
述
の
よ
う
に
、
N
を
除
く
諸
型
式
は
瓦
当
形
状
を
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

共
通
性
が
強
く
、
同
一
ま
た
は
近
接
す
る
窯
場
で
の
微
妙
な
作
り
手
の
違
い
程
度
の
差
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
平
野
氏
分
類
の
角
皿
期
・
第
N
期
の
瓦
の
中
で
も
、
K
な
ど
は
む
し
ろ
技
法
的
に
第
－
期
・
第
亘
期
に
近
い
。
K
は
文
様
構
成
が
縦
方

向
の
S
字
か
ら
刻
線
へ
と
い
う
第
皿
期
ま
で
の
変
化
と
異
な
り
、
横
方
向
の
条
線
を
基
調
と
す
る
こ
と
か
ら
平
野
氏
は
、
「
真
雷
・
天
台
両
宗

派
を
始
め
と
す
る
新
た
な
宗
派
の
流
行
」
に
重
な
る
「
薪
た
な
意
匠
の
流
行
」
、
あ
る
い
は
「
新
た
な
造
瓦
体
制
の
編
成
」
と
解
釈
す
る
門
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
一
九
九
八
】
。
K
の
年
代
に
つ
い
て
は
資
料
僅
少
の
た
め
確
雷
を
控
え
る
が
、
現
状
で
の
上
記
の
解
釈
は
、
瓦
当

　
　
　
　
　
　
　
　
例図4　立ち上がりのある成形台復元一

文
の
過
大
評
価
で
あ
ろ
う
。

　
軒
丸
瓦
　
同
じ
く
平
野
氏
分
類
で
は
第
－
期
が
A
、
第
1
～
短
期
が
B
・
C
、
第
W
期
が
E
・
F
と
さ
れ
、
D

は
A
の
後
続
型
式
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
軒
丸
瓦
も
E
・
F
を
除
い
た
す
べ
て
の
瓦
が
A
を
直
接
の
祖
型
と

し
、
A
・
D
↓
B
↓
C
と
い
う
、
文
様
退
化
、
外
区
線
鋸
歯
文
省
略
と
い
う
流
れ
が
追
え
る
。
接
合
式
で
全
体
的

に
丸
瓦
接
合
位
置
が
高
く
、
瓦
当
は
薄
く
平
坦
に
作
る
な
ど
技
法
の
共
議
性
も
強
い
。

　
軒
丸
瓦
の
祖
型
と
し
て
は
、
医
王
寺
な
ど
東
三
河
を
中
心
に
分
布
す
る
「
高
句
麗
系
」
軒
丸
瓦
に
求
め
る
平
野

氏
の
兇
暴
【
平
野
一
九
九
八
】
に
賛
成
す
る
。
細
く
尖
っ
た
八
葉
の
花
弁
や
中
房
ま
で
届
く
長
い
模
索
の
問
弁
な

ど
文
様
構
成
的
に
も
共
通
し
、
ま
た
相
互
の
距
離
も
直
接
的
結
び
つ
き
を
想
定
し
や
す
く
、
製
作
技
法
か
ら
も
矛
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盾
は
な
い
。
外
区
の
線
鋸
歯
文
の
み
は
、
中
央
ま
た
は
他
地
域
か
ら
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
ぜ
遠
江
の
諸
寺
に
多
い
川
原
寺
式
で

な
く
、
国
境
を
越
え
た
三
河
の
瓦
当
文
様
を
採
用
し
た
か
は
定
か
で
な
い
。

　
丸
・
平
瓦
　
丸
瓦
は
玉
縁
式
で
側
面
調
整
を
行
わ
な
い
も
の
が
主
流
で
、
平
瓦
は
一
枚
作
り
で
あ
る
。
遠
江
で
は
国
分
寺
造
営
を
契
機
に
平

瓦
一
枚
作
り
が
採
用
さ
れ
、
ま
た
丸
瓦
の
側
面
調
整
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
門
平
野
一
九
九
〇
】
、
こ
の
時
期
、
大
量
生
産
に

対
応
す
べ
く
新
し
い
技
術
移
入
が
は
か
ら
れ
た
よ
う
だ
。

（
二
）
　
造
瓦
組
織
の
復
原

　
以
上
か
ら
遠
江
国
分
寺
の
造
瓦
組
織
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
ま
ず
創
建
に
あ
た
り
平
瓦
・
軒
平
瓦
の
一
枚
作
り
と
い
う
中
央
系
の
新
た
な
技
術
を
導
入
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
の
技
術
移
入
の
も
と

造
瓦
が
始
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
軒
平
瓦
の
文
様
や
形
状
の
独
自
性
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
そ
れ
は
中
央
で
造
瓦
技
術
の
伝
習
を
行
っ
た
工
人

の
直
接
的
影
響
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
中
聞
的
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
な
瓦
も
な
い
。
造
田
専
門
工
人
以
外
の
関
与
が
あ
っ
た
の
か
。
清

ヶ
谷
古
主
群
は
本
来
須
恵
器
窯
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
造
瓦
之
門
工
人
の
指
導
を
受
け
つ
つ
も
、
在
地
の
陶
工
が
主
体
的
に
瓦

を
作
っ
た
と
考
え
る
と
、
軒
平
瓦
凸
面
の
斜
位
叩
き
や
側
端
部
の
執
拗
な
削
り
こ
み
な
ど
、
「
蕩
心
」
で
な
い
手
法
の
多
さ
も
説
明
で
き
る
。

そ
の
　
方
で
軒
丸
瓦
は
近
在
の
東
三
河
の
文
様
を
採
用
し
、
技
法
面
で
も
接
合
位
置
が
高
く
瓦
当
面
が
薄
い
な
ど
、
中
央
的
特
徴
は
な
い
。

　
そ
の
後
国
分
寺
瓦
は
、
清
ヶ
谷
古
窯
群
団
で
生
産
場
所
を
変
え
つ
つ
も
【
平
野
一
九
九
八
】
、
同
一
形
状
を
保
持
し
作
ら
れ
る
。
下
限
と
し
て

は
、
焼
け
歪
み
が
激
し
く
窯
出
土
品
と
想
定
さ
れ
る
M
の
軒
平
瓦
と
折
戸
五
三
号
窯
式
段
階
の
灰
紬
陶
器
が
共
淫
す
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

前
半
と
想
定
さ
れ
て
い
る
【
平
野
一
九
九
八
】
。
こ
の
時
期
ま
で
遠
江
国
分
寺
の
瓦
は
大
き
く
形
状
・
技
法
を
変
え
ず
に
作
り
続
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
国
分
寺
系
瓦
の
周
辺
諸
寺
へ
の
波
及
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
第
H
期
の
瓦
を
中
心
に
、
大
宝
院
廃
寺
な
ど
数
ヶ
寺
で
出
土
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
国
分
二
食
同
様
に
清
ヶ
谷
古
窯
群
で
の
焼
成
が
推
定
さ
れ
て
い
る
【
平
野
一
九
九
〇
】
。
こ
れ
が
正
し
い
な
ら
、
遠
江
で
は
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⑫

国
分
寺
創
建
段
階
（
正
確
に
は
第
H
期
段
階
）
に
お
い
て
、
在
地
諸
寺
の
瓦
生
産
組
織
が
国
府
系
窯
へ
一
極
集
中
し
て
い
た
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
の
中
で
、
国
分
寺
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
平
戸
廃
寺
で
は
、
国
分
寺
と
は
異
な
る
、
平
城
宮
系
の
瓦
が
用
い
ら
れ
、

ま
た
相
互
に
瓦
の
往
き
来
が
な
い
。
そ
の
理
由
・
事
情
は
現
状
知
る
べ
く
も
な
い
が
、
特
筆
す
べ
き
事
象
で
あ
る
。

造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

①
類
似
の
文
様
を
「
類
」
と
ま
と
め
て
表
し
て
お
り
、
萢
は
一
四
よ
り
多
い
。

②
　
軒
丸
瓦
を
先
に
解
説
す
る
方
が
～
般
的
で
は
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
本
地
域
、

　
特
に
遠
江
・
駿
河
で
は
軒
平
瓦
の
研
究
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
国
で
は
軒
丸

　
瓦
と
軒
平
瓦
の
解
説
的
を
分
け
、
ま
た
軒
平
瓦
を
先
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

③
平
野
氏
は
「
工
期
漏
と
表
す
が
、
本
稿
で
は
他
国
と
の
表
記
統
｝
上
「
第
王

　
期
扁
と
表
す
。
以
下
同
じ
。

④
平
野
氏
の
分
類
記
丹
【
平
野
一
九
九
八
】
に
よ
る
。

⑤
平
野
氏
は
こ
の
第
W
期
に
つ
い
て
は
、
第
m
期
と
の
時
期
差
で
は
な
く
、
造
瓦

　
組
織
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
【
平
野
一
九
九
八
】
。

⑥
【
磐
田
市
郷
土
館
一
九
八
六
】
【
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
i
一
九
八
七
～

　
～
九
九
八
】
に
記
載
さ
れ
る
軒
平
瓦
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
A
・
B
類
が
少
な
い
の

　
は
、
こ
の
期
間
の
調
査
で
は
僧
寺
伽
藍
中
枢
部
を
掘
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
表
明
の
○
は
、
筆
者
が
実
見
し
た
報
告
書
記
載
以
外
の
綱
体
に
よ
り
、
ま
た

　
各
属
性
に
つ
き
観
察
不
能
の
個
体
も
あ
る
た
め
、
総
数
と
は
一
致
し
な
い
。

⑦
B
・
F
の
一
部
は
縦
方
向
叩
き
で
あ
る
。

⑧
森
氏
は
【
平
野
一
九
九
四
】
の
中
で
の
同
氏
の
見
解
に
つ
い
て
、
「
（
第
H
期
の

　
瓦
の
年
代
が
）
文
脈
か
ら
、
天
平
一
九
年
…
詔
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
知
ら

　
れ
る
」
と
す
る
が
、
筆
者
が
同
論
文
や
他
の
平
野
氏
論
文
を
読
ん
だ
限
り
で
は
、

　
平
野
氏
の
第
∬
期
瓦
に
つ
い
て
の
年
代
観
と
し
て
は
、
天
平
勝
宝
八
年
の
督
励
な

　
ど
以
降
、
奈
良
末
期
が
中
心
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑨
唯
～
格
子
叩
き
を
も
つ
M
の
瓦
も
、
清
ヶ
谷
古
窯
群
の
中
の
ど
こ
か
の
窯
で
焼

　
成
し
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
門
平
野
一
九
九
四
】
。

⑩
平
野
氏
は
そ
の
他
に
、
ロ
ス
ト
ル
式
事
窯
で
あ
る
寺
谷
瓦
窯
で
遠
江
国
分
寺
の

　
平
瓦
の
～
部
が
焼
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
年
代
判
断
の
根
拠
に
し
て
い
る
。
氏
は

　
ロ
ス
ト
ル
式
平
窯
の
地
方
波
及
を
遅
く
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
遠
江
に
は
八
世

　
紀
中
葉
を
下
る
轡
窯
の
瓦
窯
は
現
状
存
在
せ
ず
、
轡
窯
↓
ロ
ス
ト
ル
式
平
窯
へ
の

　
移
行
は
氏
の
考
え
よ
り
か
な
り
早
い
可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
ロ
ス
ト
ル
式

　
平
窯
で
あ
る
こ
と
か
ら
コ
○
世
紀
前
半
」
と
い
う
年
代
は
難
け
ま
い
。

⑪
国
分
寺
の
窯
ξ
在
地
諸
寺
の
窯
と
い
う
籠
移
動
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
国
分
寺
の
瓦
と
在
地
諸
寺
の
瓦
を
胎
土
等
詳
細
に

　
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
筆
者
自
身
が
そ
れ
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

　
で
、
こ
こ
で
は
断
言
は
避
け
て
お
く
。

⑫
門
梶
原
二
〇
〇
二
】
の
中
で
筆
者
は
、
近
江
の
瓦
生
産
組
織
に
つ
い
て
、
代
表

　
的
な
二
つ
の
寺
院
の
検
討
か
ら
、
平
安
初
期
頃
に
国
府
へ
の
一
極
集
落
が
進
ん
だ

　
例
を
示
し
た
。

⑬
【
平
野
一
九
九
〇
】
で
は
平
戸
廃
寺
の
創
建
に
つ
い
て
、
軒
丸
瓦
の
祖
型
と
考

　
え
ら
れ
る
平
城
宮
六
三
一
三
型
式
が
平
城
H
期
（
養
老
五
年
～
天
平
　
七
年
）
に

　
遣
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
分
寺
創
建
に
先
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く

　
軒
平
瓦
の
祖
型
で
あ
る
平
城
宮
六
六
六
三
型
式
は
現
在
で
は
平
城
H
期
後
半
ま
た

　
は
m
期
（
天
平
一
七
年
～
天
平
勝
宝
年
間
）
に
遣
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
同
寺
の

　
韓
平
瓦
は
平
城
宮
で
は
後
出
と
さ
れ
る
曲
線
顎
H
で
あ
る
。
ま
た
軒
丸
瓦
の
文
様

　
退
化
も
著
し
く
、
創
建
時
期
は
や
や
下
げ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（305）9



第
二
章
片
山
廃
寺
（
駿
河
国
分
寺
）

10 （306）

（
こ
　
資
料
の
検
討
（
図
5
）

　
片
山
廃
寺
が
駿
河
国
分
春
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
結
論
を
み
て
い
な
い
。
本
稿
で
も
断
一
報
は
避
け
、
国
分
寺
・
在
地
寺
院
双
方
の

可
能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　
片
山
廃
寺
で
は
蔚
平
瓦
前
世
、
軒
丸
瓦
三
箔
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
、
片
山
廃
寺
の
瓦
を
焼
成
し
た
宮
川
瓦
窯
で
は
、
片
山
廃
寺
で
未

発
見
の
型
式
の
瓦
も
出
土
し
て
お
り
、
併
せ
て
み
て
い
く
。

　
軒
平
瓦
　
1
は
均
整
唐
草
文
軒
平
瓦
。
平
城
宮
六
六
六
三
C
型
式
に
似
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
門
森
一
九
九
〇
】
な
ど
）
。
六
六
六
三
C
型
式

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
唐
草
の
左
書
二
単
位
第
一
支
葉
が
一
枚
反
転
す
る
の
に
対
し
、
本
晶
は
二
曲
位
置
の
支
葉
が
反
転
す
る
と
こ
ろ
ま
で
酷
似

す
る
。
佐
川
正
敏
氏
は
畿
内
か
ら
の
文
様
意
匠
を
伴
う
工
人
の
移
入
を
想
定
す
る
が
【
佐
川
一
九
九
三
】
、
そ
の
　
方
山
崎
氏
は
こ
の
瓦
に
つ
い

て
「
瓦
当
近
く
で
は
瓦
当
方
向
か
ら
の
縄
叩
き
を
行
っ
て
い
る
」
点
お
よ
び
「
半
折
り
曲
げ
式
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
技
法
」
を
用
い
る
こ
と
か
ら

六
六
六
三
C
型
式
と
の
製
作
技
法
の
差
異
を
強
調
し
、
中
央
か
ら
の
工
人
移
動
に
は
否
定
的
な
見
解
を
加
え
て
い
る
門
山
崎
一
九
九
四
】
。

　
し
か
し
筆
者
が
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
平
瓦
部
と
瓦
当
面
が
な
す
角
度
（
瓦
当
角
）
が
直
角
～
鋭
角
的
な
瓦
が
み
ら
れ
た
。
平
安
後
期
の
京
都

俳
門
な
ど
に
顕
著
な
「
半
折
り
曲
げ
式
」
瓦
の
多
く
は
、
凸
面
側
に
向
け
て
平
瓦
先
端
を
折
り
曲
げ
る
と
い
う
製
作
工
程
の
関
係
か
ら
、
瓦
当

馬
が
鈍
角
を
な
す
こ
と
が
顕
著
な
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
【
上
原
～
九
七
八
】
、
片
山
廃
寺
の
瓦
が
意
図
的
に
「
折
り
曲
げ
ら
れ
た
」
の
か
は
疑

問
が
残
る
・
む
し
ろ
先
端
を
厚
く
し
た
平
瓦
に
瓦
箔
を
押
し
付
け
る
隆
凸
面
下
瓦
当
で
い
え
ば
下
側
の
方
に
強
く
力
を
か
け
す
ぎ
た
た
物

瓦
当
角
が
鋭
角
に
な
り
、
ま
た
瓦
当
近
く
の
叩
き
目
が
圧
し
潰
さ
れ
、
折
り
曲
げ
的
な
様
相
を
呈
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
み
た
い
。

　
山
崎
氏
の
も
う
～
方
の
根
拠
で
あ
る
叩
き
方
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
材
料
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
の
み
か
ら
工
人
移
動
を
否
定
す
る
立
場
は
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片
山
廃
寺
の
瓦
（
1
）

と
ら
な
い
。
製
作
技
法
を
厳
密
に
検
証
す
る

山
崎
氏
の
論
に
も
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
は
多

い
が
、
技
術
伝
習
の
際
お
こ
る
で
あ
ろ
う
技

法
の
小
変
化
や
、
同
一
系
統
工
人
内
で
の
手

癖
の
小
異
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
古
代
の
瓦

で
は
厳
密
性
の
追
及
が
必
ず
し
も
正
し
い
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

論
を
導
き
出
す
と
は
限
ら
な
い
。
一
枚
作

り
・
縦
蝿
叩
き
な
ど
は
、
駿
河
で
は
片
山
廃

寺
造
営
前
の
在
地
瓦
に
は
な
い
特
徴
・
製
作

技
法
で
あ
る
。
ま
た
瓦
当
文
に
つ
い
て
は
佐

川
氏
が
証
明
す
る
と
お
り
、
霜
葉
の
反
転
だ

け
で
な
く
六
六
六
三
C
型
式
の
バ
ラ
ン
ス
の

悪
さ
も
そ
の
ま
ま
写
し
と
っ
て
お
り
、
直
接

的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
山
崎
氏
は
、
六
六
六
三
C
型
式
類
似

の
基
本
形
が
、
お
そ
ら
く
紙
な
ど
に
描
か
れ

て
持
ち
込
ま
れ
た
と
す
る
が
、
紙
に
描
か
れ

た
図
柄
だ
け
で
は
、
彫
り
の
深
さ
や
線
の
流

麗
さ
ま
で
真
似
で
き
る
と
は
考
え
に
く
く
、

11 （307）



や
は
り
平
城
宮
か
ら
の
文
様
・
工
人
の
移
動
を
想
定
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
2
も
一
と
類
似
し
た
文
様
を
も
つ
が
、
中
心
飾
り
が
直
線
化
し
て
い
る
。
3
は
中
心
飾
り
が
上
下
反
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
三
遷
は
、
文
様
的
に
は
一
↓
2
↓
3
と
変
遷
し
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
形
状
や
製
作
技
法
に
差
が
な
い
。
工
人
系
譜
差
は
無
論
な
い

と
し
て
、
時
期
的
に
も
大
き
な
時
期
差
に
は
置
き
換
え
ら
れ
な
い
。
す
べ
て
を
創
建
瓦
と
判
断
し
て
よ
い
。

　
4
は
特
異
な
均
整
唐
草
文
軒
平
瓦
。
直
線
顎
で
平
瓦
凸
面
全
面
を
縦
削
り
し
、
1
～
3
と
は
異
な
る
。
こ
の
瓦
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
軒
丸
瓦
　
5
～
7
の
三
箔
が
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
単
弁
蓮
華
文
で
、
接
合
法
・
調
整
法
に
も
大
差
な
い
。
こ
れ
ら
の
瓦
に
つ
い
て
、

現
在
提
示
さ
れ
て
い
る
軒
平
瓦
と
の
組
み
合
わ
せ
に
は
異
論
が
あ
る
。

　
片
山
廃
寺
の
軒
瓦
の
組
み
合
わ
せ
を
最
初
に
示
し
た
の
は
森
氏
で
あ
る
【
京
都
国
立
博
物
館
一
九
九
八
】
門
森
一
九
九
〇
】
。
森
氏
は
そ
の
図
中
で
、

1
と
7
、
2
と
6
、
3
と
5
の
瓦
を
セ
ッ
ト
と
し
て
表
し
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
組
み
合
わ
せ
ば
出

土
状
況
な
ど
か
ら
合
理
的
に
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
唯
～
と
も
い
え
る
根
拠
は
「
Y
字
型
に
間
弁
が
強
調
さ
れ
て
い
る
事
に
注
目
す
れ

ば
、
あ
る
い
は
平
城
宮
六
二
二
五
月
前
の
変
形
と
理
解
す
る
事
が
可
能
か
も
知
れ
な
い
」
【
平
野
一
九
九
〇
】
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
城
宮

六
二
二
五
型
式
と
片
山
廃
寺
の
7
と
は
～
罪
し
て
明
ら
か
に
異
な
る
文
様
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
見
解
を
導
い
た
諸
氏
に
は
、
軒
平
瓦
の
文

様
が
明
ら
か
に
平
城
宮
式
な
の
だ
か
ら
、
軒
丸
瓦
に
も
当
然
平
城
宮
の
影
響
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
先
入
観
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

諸
国
国
分
寺
の
瓦
を
概
観
す
る
と
、
軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
で
瓦
艶
文
の
ル
ー
ツ
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
例
は
数
多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

片
山
廃
寺
の
軒
丸
瓦
を
必
ず
し
も
平
城
宮
の
瓦
に
強
引
に
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
い
。

　
本
稿
で
は
片
山
廃
寺
の
軒
丸
瓦
の
初
現
を
5
と
し
、
6
・
7
は
そ
こ
か
ら
の
退
化
型
式
と
し
て
解
釈
し
た
い
。
仮
に
7
の
間
弁
が
平
城
宮
六

二
二
五
型
式
か
ら
採
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
5
を
ベ
ー
ス
と
し
た
改
変
で
あ
ろ
う
。
5
の
瓦
は
外
縁
の
重
圏
文
を
欠
く
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

日
吉
廃
寺
な
ど
駿
河
国
内
に
密
に
分
布
す
る
山
田
寺
式
の
系
譜
の
末
端
と
し
て
難
な
く
理
解
で
き
る
。
多
少
の
見
解
の
相
違
は
あ
る
が
、
片
山
・

廃
寺
の
軒
丸
瓦
の
在
地
性
を
強
調
す
る
山
崎
氏
の
姿
勢
を
本
稿
で
は
是
と
し
た
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
軒
平
瓦
同
様
5
－
7
に
は
そ
れ

12　・（308）
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ほ
ど
大
き
な
時
期
差
は
な
く
、
ほ
ぼ
同
時
に
生
産
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
焼
成
窯
に
関
す
る
二
つ
の
問
題
が
一
気
に
片
付
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
片
山
廃
等
の
瓦
窯
と
し
て
は
宮
川
瓦
窯
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
年
代
が
最
も
遡
る
軒
平
瓦
1
～
3
は
出
土
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
従
来

先
行
す
る
と
さ
れ
て
き
た
軒
丸
瓦
7
は
各
窯
か
ら
相
当
量
出
土
す
る
。
む
し
ろ
宮
川
瓦
窯
で
出
土
し
な
い
の
は
軒
丸
瓦
5
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

宮
川
瓦
窯
で
出
土
し
な
い
グ
ル
ー
プ
が
最
先
行
す
る
瓦
だ
と
整
合
的
に
説
明
が
つ
く
。

　
ま
た
7
の
み
が
出
土
す
る
小
段
瓦
窯
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
「
小
規
模
な
地
上
式
の
～
種
変
形
し
た
平
窯
」
で
、
「
堂
舎
の
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

修
用
か
増
改
築
用
」
【
二
野
一
九
八
九
】
で
あ
り
「
八
世
紀
末
に
位
置
」
門
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
～
九
九
二
】
す
る
と
い
う
見
解
を
平
野
氏
は
否

定
し
、
「
有
段
式
登
り
窯
の
大
半
が
流
亡
し
た
も
の
」
【
平
野
一
九
九
〇
】
と
す
る
が
、
そ
の
具
体
的
根
拠
は
提
示
さ
れ
ず
、
7
が
最
古
の
瓦
と

い
う
先
入
観
に
基
づ
い
た
解
釈
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
小
段
瓦
窯
の
燃
焼
室
は
長
さ
一
m
幅
二
m
の
矩
形
を
呈
し
て
お
り
、
不
整
形
な
卵
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
燃
焼
室
を
も
つ
有
段
式
讐
窯
で
あ
る
清
泉
寺
窪
一
・
二
号
窯
の
状
況
と
は
異
な
る
。
や
は
り
小
段
瓦
窯
は
奈
良
時
代
末
～
平
安
時
代
の
平
窯

と
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
か
ら
も
む
し
ろ
7
は
他
の
瓦
に
比
し
て
や
や
後
出
と
考
え
ら
れ
る
。

　
丸
・
平
瓦
　
平
瓦
は
縦
位
縄
叩
き
と
格
子
叩
き
の
二
種
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
一
枚
作
り
で
、
叩
き
原
体
以
外
に
は
差
が
な
い
よ
う
だ
。

格
子
叩
き
に
は
正
格
子
と
斜
格
子
が
あ
り
、
凸
面
全
面
を
密
に
叩
い
た
後
、
斜
格
子
叩
き
の
個
体
の
み
横
方
向
に
下
条
の
削
り
を
施
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
渚
泉
寺
窪
二
号
窯
の
瓦
　
宮
川
瓦
窯
の
一
角
で
あ
る
清
泉
寺
窪
二
号
窯
お
よ
び
そ
の
付
近
で
、
片
山
廃
寺
に
み
ら
れ
な
い
種
の
瓦
が
出
土
す

る
。
以
下
に
紹
介
し
、
ま
た
こ
の
窯
を
め
ぐ
る
問
題
に
考
察
を
加
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
8
は
遠
江
国
分
寺
出
土
の
D
－
3
類
と
同
箔
の
S
字
文
旦
平
瓦
で
あ
る
。
三
日
月
状
の
瓦
当
、
直
線
顎
、
顎
部
～
平
瓦
部
凸
面
に
か
け
て
の

縦
削
り
な
ど
、
遠
江
国
分
寺
出
土
製
品
と
ま
っ
た
く
同
様
の
特
徴
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
9
・
！
0
は
均
整
唐
草
文
軒
平
瓦
で
あ
る
。
文
様
的
に
は
3
の
退
化
型
式
で
あ
る
。
9
は
中
心
飾
り
が
3
と
同
様
上
下
反
転
し
た
も
の
で
、
唐

草
の
表
現
も
や
や
退
化
す
る
。
1
0
も
上
下
反
転
す
る
小
さ
な
中
心
飾
り
を
も
ち
、
三
単
位
の
唐
草
文
は
3
と
は
逆
に
並
行
す
る
こ
と
を
特
徴
と
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す
る
。
し
か
し
文
様
は
片
山
廃
寺
の
主
要
型
式
の
系
譜
下
で
は
あ
る
も
の
の
、
形
状
や
製
作
技
法
は
大
き
く
異
な
る
。
顎
部
は
9
・
1
0
と
も
直

線
顎
に
近
い
。
1
0
の
顎
は
粘
土
を
貼
り
足
し
て
作
っ
て
お
り
、
ま
た
顎
部
～
平
瓦
部
に
か
け
て
密
な
正
格
子
叩
き
を
施
す
。
顎
部
に
わ
ず
か
な

溝
を
彫
り
、
形
だ
け
の
段
顎
を
作
る
個
体
も
あ
る
。
ま
た
1
0
は
瓦
当
節
の
形
状
が
三
日
月
状
に
近
い
形
に
な
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
特
徴
は
、
文
様
的
な
祖
型
で
あ
る
一
～
3
よ
り
、
小
差
は
あ
る
も
の
の
8
と
同
様
で
遠
江
国
分
寺
の
瓦
に
近
い
。

　
1
1
は
単
弁
八
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦
で
あ
る
。
5
が
祖
型
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
清
泉
窪
窪
二
号
窯
で
は
、
遠
江
系
の
瓦
お
よ
び
駿
河
系
の
文
様
を
も
ち
つ
つ
遠
江
系
の
技
法
で
作
ら
れ
た
瓦
が
主
体
的
に
出

土
す
る
。
8
の
瓦
の
解
釈
は
こ
れ
ま
で
、
遠
江
国
分
寺
の
瓦
の
一
部
を
駿
河
国
分
寺
の
窯
で
生
産
し
た
と
い
う
見
解
【
森
｝
九
九
五
】
お
よ
び
、

片
山
廃
寺
の
造
瓦
工
房
に
遠
江
国
分
寺
瓦
屋
か
ら
援
助
が
行
わ
れ
た
証
左
と
い
う
意
見
門
平
野
一
九
九
八
】
が
あ
っ
た
が
、
8
の
形
状
・
技
法

を
真
似
た
9
・
！
0
の
存
在
か
ら
、
本
稿
で
は
直
接
的
な
議
論
派
遣
を
含
む
後
者
の
想
定
を
妥
当
と
し
た
い
。
8
は
清
泉
寺
窪
二
号
窯
産
の
も
の

　
　
　
⑫

で
は
な
く
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
清
泉
寺
窪
二
号
窯
で
焼
成
さ
れ
た
須
恵
器
が
遠
江
系
で
あ
る
【
平
野
一
九
九

〇
】
こ
と
も
、
遠
江
か
ら
駿
河
へ
と
い
う
工
人
移
動
を
証
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ま
た
4
は
清
泉
寺
請
一
号
窯
か
ら
、
6
と
共
醸
す
る
形
で
相
当
量
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
【
中
野
～
九
八
九
】
。
4
に
つ
い

て
は
、
そ
の
文
様
か
ら
は
奈
良
時
代
の
瓦
と
は
考
え
に
く
く
、
平
安
中
期
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
【
平
野
一
九
九
五
】
、
共
毒
す
る
6
に
は
文
様

的
に
も
技
法
的
に
も
時
期
を
下
げ
る
要
素
が
な
い
こ
と
お
よ
び
、
～
五
二
が
二
号
窯
同
様
に
属
島
で
あ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
、
そ
れ
ほ
ど
時

期
を
下
げ
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（㎜

ｶ
　
造
瓦
組
織
の
復
原

以
上
か
ら
片
山
廃
寺
の
造
瓦
組
織
を
復
原
す
る
。

ま
ず
中
央
か
ら
導
入
さ
れ
た
文
様
や
、
お
そ
ら
く
そ
れ
と
同
時
に
移
入
し
た
中
央
系
工
人
の
手
に
よ
っ
て
、

1
の
軒
平
瓦
や
一
枚
作
り
平
瓦
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が
作
ら
れ
る
。
し
か
し
軒
丸
瓦
の
文
様
は
、
細
部
に
中
央
系
の
影
響
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
従
来
在
地
で
盛
行
し
て
い
た
山
田
寺
式
を

一
部
改
変
し
採
用
す
る
。
軒
丸
・
軒
平
と
も
類
似
し
た
箔
を
複
数
作
り
造
瓦
を
行
う
。

　
八
世
紀
中
葉
の
あ
る
時
期
、
供
給
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
た
め
か
、
遠
江
国
分
寺
の
工
房
か
ら
工
人
を
招
聰
す
る
。
彼
ら
は
遠
江
系
の
技
法

で
瓦
を
作
る
が
、
文
様
は
遠
江
系
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
片
山
廃
寺
の
瓦
を
参
考
に
9
・
1
0
の
箔
を
作
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は
文
様
の

統
～
性
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
後
時
を
経
ず
し
て
4
の
よ
う
な
独
自
の
文
様
を
採
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
き

わ
め
て
短
期
間
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
す
べ
て
が
創
建
期
と
し
て
お
さ
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
後
も
差
し
替
え
や
改
修
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
専
用
の
箔
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
後
出
で
あ
る
4
・
7
な
ど
の
箔
が
使
わ
れ
た

の
か
。
下
限
と
し
て
は
、
ロ
ス
ト
ル
陽
平
窯
で
あ
る
清
泉
寺
窪
三
号
窯
の
操
業
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
窯
に
伴
う
軒
瓦
は
判
然
と
せ
ず
、
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

業
年
代
も
判
断
の
根
拠
が
な
い
。

　
ま
た
、
片
山
廃
寺
の
こ
れ
ら
の
瓦
は
、
周
辺
諸
寺
に
ま
っ
た
く
波
及
し
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
駿
河
国
内
の
諸
寺
の
中
で
、
奈
良
時
代
の
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
出
土
す
る
寺
院
自
体
が
片
山
廃
寺
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
駿
河
は
七
世
紀
代
か
ら
そ
れ
ほ
ど
寺
院
の
多
い
地
域
で
は
な
く
、

隣
国
の
遠
江
に
比
べ
て
も
半
数
以
下
で
あ
る
。
片
山
廃
寺
の
造
瓦
に
あ
た
っ
て
国
内
の
工
人
の
み
で
は
賄
い
切
れ
な
か
っ
た
背
景
と
し
て
は
、

前
代
か
ら
の
造
瓦
伝
統
や
需
要
、
技
術
力
の
僅
少
さ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

①
凸
型
成
形
台
上
で
打
苑
を
行
っ
た
ら
、
そ
う
な
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る

②
「
瓦
生
産
の
様
々
な
活
動
や
製
作
方
法
が
…
…
細
か
な
点
ま
で
…
…
伝
達
さ
れ

　
て
い
る
状
態
は
、
古
代
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
少
な
い
」
【
山
崎
二
〇
〇
〇
】
と

　
は
氏
も
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
製
作
技
法
に
つ
い
て
、
門
山
崎
｝
九
九
四
】
に
よ
る
と
半
折
り
曲
げ
的
手
法
は

　
消
失
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
瓦
範
を
押
し
付
け

　
る
カ
が
多
少
舶
減
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
と
れ
る
。
1
か
ら
そ
う
変
わ
ら
な
い
、

　
｝
連
の
流
れ
と
し
て
考
え
て
よ
い
。

④
　
例
え
ば
長
門
国
分
寺
で
は
、
東
大
寺
式
（
ま
た
は
鴻
膿
館
式
）
の
軒
丸
瓦
に
、

　
統
皿
新
羅
系
文
様
の
蔚
平
瓦
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

⑤
平
野
氏
は
「
尾
張
大
山
廃
寺
あ
る
い
は
勝
部
廃
寺
」
【
平
野
一
九
九
〇
】
や

　
「
東
一
二
河
一
円
」
【
平
野
一
九
九
五
】
に
ル
ー
ツ
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
5

　
よ
り
6
が
先
行
し
、
5
は
6
を
模
倣
し
作
ら
れ
た
と
い
う
立
場
で
の
議
論
で
あ
る
。

　
本
論
の
よ
う
に
5
が
先
行
す
る
と
考
え
る
な
ら
、
5
の
瓦
は
外
縁
の
重
圏
文
が
省
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略
さ
れ
た
だ
け
で
、
花
弁
の
形
状
や
文
様
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
日
吉
廃
寺
に
酷
似
し

　
て
い
る
。
系
譜
を
わ
ざ
わ
ざ
遠
隔
地
に
求
め
る
必
要
も
な
く
な
り
～
石
二
鳥
で
あ

　
る
。

⑥
清
泉
寺
窪
瓦
窯
・
小
段
瓦
窯
の
二
地
点
を
総
称
し
、
宮
川
瓦
窯
と
呼
ん
で
い
る
。

⑦
【
中
野
一
九
八
九
】
で
は
同
時
に
、
森
氏
の
編
年
と
小
段
瓦
窯
で
の
7
の
出
土

　
を
結
び
つ
け
、
1
と
7
の
組
み
合
わ
せ
が
最
後
出
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
軒
平

　
瓦
の
文
様
変
遷
上
明
ら
か
に
不
適
轟
で
あ
る
。
し
か
し
森
氏
編
年
の
セ
ッ
ト
関
係

　
か
ら
自
由
に
な
る
な
ら
、
1
の
軒
平
瓦
を
無
理
に
下
げ
る
必
要
も
な
く
な
る
。

⑧
平
野
氏
は
門
登
り
窯
扁
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
瓦
窯
の
形
状
と
し
て
は

　
轡
窯
の
方
が
よ
り
正
確
な
用
語
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
ち
ら
を
使
用
す
る
。

⑨
こ
れ
ら
の
瓦
は
現
在
の
と
こ
ろ
片
由
廃
寺
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
も
の
の
、

　
同
窯
お
よ
び
周
辺
諸
窯
に
は
、
片
山
廃
寺
以
外
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な

　
瓦
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
後
述
の
と
お
り
軒
瓦
の
文
様
は
片
山
廃
寺
瓦
の
流
れ
を

　
強
く
ひ
く
こ
と
か
ら
、
8
を
除
く
こ
れ
ら
の
瓦
も
片
麟
廃
寺
に
供
給
さ
れ
た
と
し

　
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
調
査
で
出
土
し
な
い
の
は
、
葺
か
れ
た
建
物
が
限
定
さ
れ
か

　
つ
調
査
区
外
で
あ
る
か
、
供
給
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

⑩
華
氏
は
同
箔
認
定
を
保
留
し
て
い
る
が
【
森
一
九
九
五
】
、
実
兇
か
つ
拓
本
・

　
写
真
の
重
ね
合
わ
せ
に
よ
り
、
こ
の
種
の
瓦
二
点
は
い
ず
れ
も
遠
江
国
分
寺
D
1

　
3
類
と
同
筑
の
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。

⑪
　
　
図
中
1
0
の
拓
本
は
二
個
体
を
合
成
。

⑫
門
増
島
～
九
九
七
】
に
よ
る
と
、
遠
江
国
分
寺
の
瓦
と
片
山
廃
寺
の
瓦
は
元
素

　
組
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
遠
江
国
分
寺
出
土
瓦
【
三
点
の
分
析
結
果
を
み

　
る
と
、
そ
の
数
値
は
い
ず
れ
も
片
山
廃
寺
出
土
瓦
の
数
値
と
は
か
け
離
れ
て
い
る

　
こ
と
が
わ
か
る
。
遠
江
国
分
寺
に
駿
河
牡
瓦
が
搬
入
さ
れ
た
と
い
う
見
解
に
は
否

　
定
的
な
　
材
料
で
あ
る
。

⑬
切
り
合
い
関
係
か
ら
、
二
号
窯
よ
り
後
出
と
さ
れ
る
【
中
野
　
九
八
九
】
。

⑭
平
野
氏
は
一
〇
世
紀
前
半
と
し
て
い
る
【
平
野
～
九
九
八
】
が
、
そ
の
年
代
観

　
に
つ
い
て
は
第
一
章
註
⑩
で
も
触
れ
た
と
お
り
根
拠
が
薄
い
。
ち
な
み
に
門
東
海

　
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
～
九
九
二
】
で
は
八
世
紀
末
と
さ
れ
て
い
る
。

⑮
【
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
一
九
九
二
】
に
は
、
片
山
廃
寺
を
含
め
四
ヶ
寺
が

　
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
遠
江
は
一
二
ヶ
毒
で
あ
る
。
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第
三
章
尾
張
国
分
寺

（
ご
資
料
の
検
討
（
図
6
・
7
）

　
稲
垣
晋
也
氏
の
研
究
門
浅
野
編
一
九
六
八
】
に
は
じ
ま
り
、
瓦
の
組
み
合
わ
せ
と
年
代
観
、
同
義
関
係
の
追
求
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
考
が

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
諸
研
究
に
よ
っ
て
型
式
分
類
が
進
め
ら
れ
、
軒
平
瓦
八
種
一
三
箔
、
軒
丸
瓦
九
種
一
二
箔
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
の
調
査
　
現
在
の
と
こ
ろ
最
新
で
あ
り
ま
た
支
持
さ
れ
る
の
が
、
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
の
調
査
成
果
か
ら
赤
塚
次
郎
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国
分
寺
第
1
・
H
期
（
創
建
・
伽
藍
整
備
期
）

氏
・
蟹
江
吉
弘
氏
が
導
い
た
三
段
階
区
分
で
あ
る
【
赤

塚
・
蟹
江
一
九
九
四
】
。
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
は
寺
院
南
辺

付
近
に
あ
た
る
。
注
目
す
べ
き
は
寺
院
西
限
溝
の
延
長
と

考
え
ら
れ
る
S
D
　
三
か
ら
、
折
一
戸
一
〇
号
儀
式
の
須
恵

器
と
と
も
に
、
H
I
I
B
・
M
皿
・
M
V
の
瓦
が
一
括
し

て
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
な
ど
か
ら
赤
塚

氏
・
蟹
江
氏
は
、
H
I
－
A
・
B
・
H
K
・
M
I
・
M

H
・
M
盟
・
M
V
・
M
W
を
創
建
期
の
瓦
と
し
て
第
　
段

階
に
お
き
、
さ
ら
に
S
D
＝
二
の
埋
没
を
宝
亀
六
（
七
七

五
）
年
に
異
常
風
雨
に
よ
り
尾
張
国
分
寺
な
ど
諸
寺
院
が

被
害
を
受
け
た
と
い
う
噸
続
日
本
紀
嚇
の
記
事
に
関
連
づ

け
、
第
一
段
階
の
下
限
と
し
た
。
そ
し
て
残
り
の
瓦
を
、

八
世
紀
末
葉
の
第
二
段
階
（
H
I
－
C
・
H
畷
・
H
W
・
M

W
を
古
相
、
H
V
～
H
皿
・
M
W
・
M
㎜
を
新
相
と
す
る
）
と

九
世
紀
中
葉
以
降
の
第
三
段
階
（
M
眠
）
と
し
た
。
ま
た

梶
山
勝
氏
の
研
究
門
梶
山
一
九
九
一
】
な
ど
に
基
づ
き
、

「
概
ね
組
み
合
わ
せ
と
デ
ザ
イ
ン
の
共
通
性
に
よ
っ
て
扁

【
赤
塚
・
蟹
江
一
九
九
四
】
A
～
D
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
、
量
的
に
多
い
B
グ
ル
ー
プ
（
H
I
・
H
皿
～
唖
・
M17 （313）
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H

騒
　
　
　
　
在
地
の
瓦

國
分
嵜
造
営
前
の

　　陣
　
　

灘
羅
ら
．

説
膨 ’t一本作り

MW’

国
分
寺
第
1
・
H
期
（
創
建
・
伽
藍
整
備
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
り
　
　
　
の

サ
　
　
ロ

F
伐
、
奮
㎜

造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

第
m
期
（
修
造
期
）

皿
・
M
W
・
M
W
・
M
欄
）
を
狭
義
の
尾
張
国
分
寺
系
軒
瓦
と
し
た
。
こ
の
赤
塚
氏
・
蟹
江
氏
の
解
釈
に
沿
っ
て
瓦
を
紹
介
し
、
私
見
を
加
え
る
。

　
国
分
寺
の
非
主
流
瓦
　
ま
ず
赤
塚
氏
・
蟹
江
氏
の
A
・
C
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り
「
狭
義
の
尾
張
国
分
寺
式
」
に
含
ま
れ
な
い
瓦
に
つ
い
て
考

え
る
。
A
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
M
I
は
北
條
窒
素
氏
に
よ
る
分
類
【
北
條
二
〇
〇
一
】
の
東
畑
廃
寺
W
類
と
同
点
で
あ
る
。
接
合
式
で
接
合
位
置

は
低
め
。
文
様
は
主
流
の
国
分
寺
瓦
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
東
畑
廃
寺
－
類
や
豆
類
か
ら
の
流
れ
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

東
畑
廃
寺
用
に
作
ら
れ
た
箔
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
東
畑
廃
寺
に
は
、
図
示
し
た
瓦
の
よ
う
に
、
国
分
寺
の
同
箔
品
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

箔
が
摩
滅
し
木
目
が
写
っ
た
状
態
の
瓦
が
存
在
し
、
東
畑
愚
考
か
ら
国
分
寺
瓦
屋
へ
と
い
う
箔
移
動
は
考
え
に
く
い
。
以
上
か
ら
、
M
工
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
③

い
て
は
範
移
動
で
は
な
く
、
東
畑
廃
寺
製
品
の
流
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
出
土
割
合
は
四
％
で
あ
る
。

　
M
H
は
、
弁
数
こ
そ
違
う
が
、
大
和
奥
山
廃
寺
か
ら
春
部
浮
巣
岡
二
号
窯
に
箔
が
も
た
ら
さ
れ
、
東
畑
廃
寺
に
供
給
さ
れ
る
単
弁
八
葉
蓮
華

文
軒
丸
瓦
の
流
れ
を
引
く
。
岡
種
の
瓦
は
尾
張
北
部
を
中
心
に
分
布
す
る
。
国
分
寺
で
は
～
・
五
％
と
少
な
く
、
こ
れ
も
流
用
瓦
で
あ
ろ
う
。

　
c
グ
ル
ー
プ
（
H
∬
・
M
v
・
M
w
）
は
大
和
大
安
寺
の
瓦
に
類
似
す
る
一
群
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
H
H
l
A
は
大
安
寺
で
主
に
出
土
す
る
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

七
＝
一
C
型
式
と
同
箔
と
さ
れ
る
【
梶
山
一
九
九
二
。
製
作
技
法
的
に
も
、
段
顎
（
図
3
）
の
作
り
方
や
軒
丸
瓦
瓦
当
下
面
の
縦
方
向
削
り
な
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HI－C　HI　Hll－A　HE－B　Hll－C　Hll　HM－A　HM－B　HIV　HV　HVI　｝1　VII　Hi

17 5　　　2 11
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2 49

2

58　　　　　27　　　52　　　70　　　ユ　　　　8

　　　　　　　　1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ど
、
六
七
～
二
C
型
式
と
共
通
性
が
高
い
。
ま
た
M
V
と
病
癖
の
瓦
が
愛
智
郡
若
宮
瓦
窯
で
出
土
し
、
そ
の
近
傍
に
あ

る
尾
張
元
興
寺
・
古
観
音
廃
寺
で
も
採
取
さ
れ
る
。
国
分
寺
で
の
出
土
割
合
は
軒
平
瓦
五
％
、
軒
丸
瓦
七
％
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
瓦
は
国
分
寺
瓦
屋
で
生
産
さ
れ
た
瓦
な
の
か
、
愛
智
郡
に
導
入
さ
れ
生
産
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
の
か
は
現
状
確

定
し
え
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
①
C
グ
ル
ー
プ
と
国
分
寺
の
主
要
瓦
で
あ
る
B
グ
ル
ー
プ
の
間
に
、
顕
著
な
文
様
的
・

技
法
的
交
流
が
見
出
せ
な
い
こ
と
、
②
B
グ
ル
ー
プ
は
国
内
の
半
数
以
上
の
郡
に
同
箔
瓦
が
波
及
す
る
の
に
対
し
、
C

グ
ル
ー
プ
は
巌
窟
郡
に
分
布
が
限
ら
れ
る
こ
と
、
③
尾
張
元
興
寺
は
七
世
紀
以
来
中
央
か
ら
の
影
響
力
が
強
く
、
継
続

的
に
中
央
系
の
瓦
を
導
入
し
て
い
た
こ
と
の
三
点
よ
り
、
C
グ
ル
ー
プ
の
瓦
は
尾
張
元
興
寺
を
中
心
と
し
た
愛
智
郡
諸

寺
用
の
瓦
で
あ
り
、
何
ら
か
の
契
機
で
国
分
寺
に
流
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
M
V
以
外
の
瓦
が
愛
智
郡
で
出
土
し

な
い
の
で
、
単
純
な
余
剰
瓦
の
搬
入
で
は
な
く
、
窯
場
や
瓦
工
ご
と
国
分
寺
糠
南
に
徴
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
A
・
C
グ
ル
ー
プ
の
瓦
は
、
国
分
寺
造
営
前
か
ら
存
在
し
た
在
地
私
寺
の
瓦
や
工
人
を
流
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
流
用
の
仕
方
や
背
景
は
詳
述
し
え
な
い
が
、
国
分
寺
瓦
屋
生
産
品
と
は
つ
な
が
り
を
も
た
な
い
、
「
郡

　
⑥

系
瓦
」
の
一
種
と
し
て
と
ら
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
国
分
寺
瓦
屋
の
瓦
（
創
建
期
・
伽
藍
整
備
期
）
次
に
国
分
寺
の
主
流
を
な
す
B
グ
ル
ー
プ
を
み
て
い
く
。
軒
丸
瓦
に

つ
い
て
は
従
来
、
M
皿
…
A
・
B
・
M
W
…
A
・
B
の
四
箔
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
A
が
接
合
式
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

B
が
成
形
台
を
用
い
た
横
置
型
一
本
作
り
と
技
法
面
で
も
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
瓦
を
実
見
し
、
次
の
知
見
を
得
た
。

　
①
M
皿
－
B
と
M
W
l
B
は
、
申
房
内
に
　
＋
八
の
蓮
子
を
も
ち
、
外
側
の
蓮
子
は
そ
れ
ぞ
れ
弁
央
ラ
イ
ン
上
に
均

等
に
割
り
付
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
両
者
と
も
外
側
蓮
子
の
若
干
内
側
に
、
不
均
等
な
並
び
の
八
個
の
小
突
起
が

み
て
と
れ
る
（
図
8
）
。
こ
の
突
起
の
存
在
お
よ
び
配
置
が
M
田
I
B
と
M
W
－
B
で
共
通
し
て
お
り
、
両
者
が
同
箔

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
突
起
は
文
様
構
成
上
不
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
箔
は
一
度
改
箔
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HI－A　HI－B
13 51

表2 尾張国分寺 軒瓦型式分布状況

出土場所 M工　MU M皿　MIV MV MVI M田 M皿 MD（

金堂跡

ヰﾕ

12　　5
P

33　　64
R

12

U

3 93

P

79

2

し
て
お
り
、
改
箔
前
の
蓮
子
の
先
端
が
意
図
せ
ず
残
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
②
さ
ら
に
そ
の
小
突
起
の
配
置
は
、
M
W
i
A
に
み
ら
れ
る
や
や
不
均
等
な
外
側
蓮
子
の
配
置
と
酷
似
し
て
お
り
、

ま
た
花
弁
と
の
位
置
関
係
も
一
致
す
る
。
花
弁
の
形
状
な
ど
も
共
通
し
て
お
り
、
①
で
み
た
瓦
の
改
箔
前
の
箔
は
M
W

－
A
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
以
上
か
ら
、
本
稿
で
は
型
式
番
号
を
再
設
定
し
、
M
皿
I
A
を
M
田
、
M
W
…
A
を
M
N
、
M
皿
…
B
・
M
N
I
B

を
M
W
と
す
る
。

　
こ
の
結
果
は
編
年
案
に
も
影
響
す
る
。
赤
塚
氏
・
蟹
江
氏
は
「
M
盟
」
と
「
M
W
」
（
旧
型
式
番
号
。
以
下
鍵
括
弧
付
で

用
い
る
）
の
間
に
時
間
差
を
想
定
し
た
が
、
先
述
の
S
D
一
三
か
ら
出
土
す
る
「
M
皿
I
B
」
は
M
W
で
あ
り
、
S
D

～
三
の
埋
没
ま
で
に
、
改
午
前
の
M
W
も
含
め
て
こ
の
種
の
瓦
は
す
べ
て
出
揃
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
M

皿
・
M
W
・
M
W
を
す
べ
て
第
1
・
1
期
に
含
め
る
。

　
ま
た
軒
丸
瓦
の
文
様
的
に
は
、
「
当
地
方
の
古
式
に
準
じ
」
【
梶
山
一
九
九
一
】
と
さ
れ
る
が
、
実
際
東
畑
廃
寺
懸
類

　
　
　
　
　
　
⑨

や
大
山
廃
寺
－
類
な
ど
、
尾
張
国
分
寺
M
皿
・
M
N
同
様
花
弁
を
大
き
く
表
す
軒
丸
瓦
は
一
定
量
存
在
し
、
在
地
系
の

文
様
意
匠
を
採
用
し
た
と
の
解
釈
は
正
し
い
。
製
作
技
法
的
に
も
M
W
と
大
山
廃
寺
I
i
a
類
は
と
も
に
、
技
法
の
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

部
も
類
似
す
る
横
置
型
一
本
作
り
で
あ
り
、
ま
た
接
合
式
の
東
畑
廃
寺
蛭
類
と
M
皿
・
W
も
、
技
法
的
特
徴
の
あ
る
瓦

で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
以
上
よ
り
、
第
－
期
の
軒
丸
瓦
に
つ
い
て
は
、
当
初
東
畑
廃
寺
系
工
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
改
箔
後
に
は
横
置
型
～

本
作
り
と
い
う
大
山
廃
寺
系
工
人
の
手
も
加
わ
っ
た
と
い
う
流
れ
が
想
定
で
き
る
。

　
次
に
M
皿
・
M
W
に
対
応
す
る
軒
平
瓦
で
あ
る
が
、
稲
垣
氏
は
H
I
お
よ
び
H
田
を
あ
げ
て
き
た
〔
浅
野
編
～
九
六

八
】
。
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図8　尾張国分寺MIV型式の改箔

ま
た
先
述
し
た
が
、
中
心
飾
り
の
反
転
を
も
っ
て
駿
河
か
ら
の
影
響
と
す
る
説
【
森
一
九
九
〇
・

に
つ
な
が
り
が
薄
く
、
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、

内
花
ノ
木
遺
跡
S
D
＝
二
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
H
I
I
A
・
B
ま
で
は
第
－
期
と
し
て
よ
い
。

技
法
の
共
通
性
か
ら
こ
こ
に
入
れ
る
。

　
続
い
て
H
㎜
で
あ
る
。
四
単
位
の
内
行
ず
る
均
整
唐
草
文
で
、
中
心
で
唐
草
が
交
差
す
る
、
特
徴
的
な
文
様
の
瓦
で
あ
る
。
A
・
B
の
二
箔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
り
、
B
は
各
唐
草
の
小
子
葉
を
欠
く
。
A
は
ほ
と
ん
ど
段
顎
、
B
は
直
線
顎
が
中
心
で
あ
る
。
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
S
D
＝
二
か
ら
出
土
し

て
い
な
い
た
め
遺
構
か
ら
は
年
代
を
決
め
ら
れ
ず
、
赤
塚
氏
・
蟹
江
氏
は
第
二
段
階
に
下
げ
て
い
た
瓦
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
瓦
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
瓦
が
、
東
畑
廃
寺
に
存
在
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
東
畑
廃
寺
皿
類
と

さ
れ
る
こ
の
瓦
は
、
H
皿
と
同
様
内
行
ず
る
均
整
唐
草
文
で
、
子
葉
の
表
現
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
H
皿
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
草
は
三
単
位
と
異
な
る
が
、
内
行
ず
る
点
で
は
共
通
す
る
。
ま
た
直
線
顎
の
顎
部
に
薄
く
粘
土
を
貼
り
足
す
点
、
言
文
の
際
は
箔
の
内
区
を

　
H
I
は
均
整
唐
草
文
軒
丸
瓦
。
中
心
飾
り
が
上
下
反
転
し
、
唐
草
も
文

様
退
化
が
進
む
。
A
～
C
の
三
箔
あ
り
、
A
は
唐
草
が
左
右
三
単
位
、

B
・
C
は
二
単
位
で
あ
る
。
顎
形
状
は
A
・
B
が
段
顎
、
C
が
曲
線
顎
1

（
図
3
）
と
異
な
る
が
、
製
作
技
法
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
一
枚
作
り
で
、

瓦
当
部
に
あ
た
る
粘
土
を
厚
め
に
盛
り
付
け
た
後
、
A
・
B
は
顎
を
削
り

出
し
て
作
り
、
瓦
当
文
は
粘
土
を
網
織
せ
ず
、
瓦
当
部
に
箔
を
そ
の
ま
ま

打
ち
込
み
三
文
す
る
。
そ
の
た
め
、
瓦
当
面
か
ら
上
下
に
剥
離
し
た
個
体

が
多
い
。
文
様
の
ル
ー
ツ
は
「
平
城
宮
式
の
無
難
」
【
梶
山
一
九
九
一
】
と

さ
れ
る
が
、
文
様
退
化
が
激
し
く
、
直
接
の
影
響
関
係
は
定
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
九
九
八
】
も
あ
る
が
、
文
様
構
成
や
技
法
的

尾
張
国
内
で
ル
ー
ツ
は
追
え
な
い
。
こ
の
瓦
は
、
H
1
1
B
型
式
が
堀
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
I
I
C
に
つ
い
て
も
文
様
や 22 （318）



申
心
に
予
め
粘
土
を
猛
悪
し
て
あ
る
点
な
ど
、
H
皿
I
A
を
中
心
と
し
て
み
ら
れ
る
技
法
的
特
徴
と
　
致
す
る
。
両
者
は
き
わ
め
て
近
い
関
係

に
あ
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
東
畑
廃
寺
皿
類
は
、
北
條
氏
の
出
土
位
置
一
覧
表
に
よ
る
と
、
講
堂
中
心
に
出
土
し
て
お
り
、
金
堂
で
は
出
土
せ

ず
、
ま
た
寺
域
の
南
部
と
北
部
で
各
々
わ
ず
か
と
い
う
分
布
を
示
し
て
い
る
【
北
條
二
〇
〇
一
】
。
ま
た
量
的
に
も
　
四
％
と
＝
疋
量
存
在
す
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
軒
丸
瓦
を
出
土
位
置
・
量
か
ら
み
て
い
く
と
、
東
畑
廃
寺
皿
l
E
類
が
近
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
東
畑
廃
寺
蟹
類
の
軒

丸
瓦
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
国
分
寺
M
田
・
W
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
瓦
で
、
そ
の
中
で
も
東
畑
廃
寺
皿
一
E
類
は
皿
類
の
中
で
は
最
も
文
様

退
化
が
進
ん
だ
瓦
で
、
か
つ
M
皿
・
W
に
文
様
構
成
が
い
ち
ば
ん
近
い
瓦
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
従
来
ど
お
り
H
皿
は
M
皿
・
W
と
組
み
合
う
瓦
と
し
、
従
っ
て
第
1
・
且
期
に
引
き
上
げ
る
。

　
ま
た
、
直
線
顎
の
東
畑
廃
寺
無
類
瓦
が
段
顎
の
H
還
l
A
に
先
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
純
に
段
顎
が
直
線
顎
に
先
行
す
る
と
考
え
て
き

た
尾
張
国
分
寺
瓦
の
軒
平
瓦
編
年
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
五
回
影
響
観
察
会
で
の
北
條
氏
の
発
表
で
は
、
東
畑
廃
寺
・
淵
高
廃

造瓦組織の復原とTLtyi文（梶原）
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寺
・
大
永
寺
の
H
m
…
A
同
箔
瓦
は
す
べ
て
直
線
顎
で
あ
り
、
H
W
（
後
述
）
に
つ
い
て
も
、
国
分
寺
の
瓦

の
み
す
べ
て
段
顎
で
あ
り
、
東
畑
廃
寺
・
年
高
廃
寺
の
同
慶
品
は
直
線
顎
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
H
V
に
つ
い
て
も
、
東
畑
廃
寺
の
同
箔
品
は
直
線
顎
だ
が
、
国
分
寺
に
は
直
線
顎
と
段
顎
双
方
が
み
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
瓦
は
顎
形
状
以
外
に
は
技
法
的
差
が
な
く
、
同
箔
・
同
工
の
品
で
も
、
尾
張
国
分
寺
所
用

品
の
み
は
顎
を
作
り
分
け
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
た
後
述
す
る
。

　
国
分
寺
瓦
屋
の
瓦
（
修
造
期
）
続
い
て
第
農
期
の
瓦
に
移
る
。
尾
張
国
分
寺
は
元
慶
八
（
八
八
四
）
年
、

火
災
の
た
め
廃
絶
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
瓦
の
下
限
も
こ
こ
に
お
け
る
。
赤
塚
氏
・
蟹
江
氏
は
単
弁
四
葉
蓮

華
文
の
M
双
の
み
を
第
三
段
階
と
他
と
区
別
し
て
い
る
が
、
他
の
瓦
と
の
相
違
を
年
代
差
と
す
る
有
為
な
根

拠
は
な
く
、
M
双
も
改
修
期
の
瓦
と
し
て
～
括
し
て
扱
う
。

　
主
流
と
な
る
軒
丸
瓦
は
M
履
・
M
皿
の
瓦
で
あ
る
。
単
弁
八
葉
蓮
華
文
で
は
あ
る
が
、
文
様
は
か
な
り
退
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図10横置型一一本作りの諸技法

馨鷺iiiiiiii

　積上二

二

化
し
て
い
る
。
文
様
の
祖
型
が
創
建
期
の
M
皿
・
M
W
な
の
か
他
に
あ
る
の
か
は
、
文
様
自
体
が
単
純

で
あ
る
た
め
断
言
で
き
な
い
。
製
作
技
法
は
M
W
と
同
じ
一
本
作
り
だ
が
そ
の
細
部
は
異
な
る
。
M
W

に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
の
で
、
M
瓢
・
M
糊
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

　
ま
ず
外
縁
の
厚
さ
・
内
区
文
様
の
施
文
位
置
が
不
均
等
な
こ
と
か
ら
、
外
縁
の
な
い
箔
を
使
用
し
た

可
能
性
が
高
い
。
瓦
当
全
長
も
個
体
差
が
大
き
く
、
特
に
丸
瓦
部
よ
り
下
部
が
肥
大
し
た
個
体
か
ら
は
、

成
形
台
に
沖
詞
受
け
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
瓦
当
面
が
平
行
に
剥
離
し
た
瓦
は
殆
ど
な
く
、
丸

瓦
部
と
の
境
目
で
剥
離
し
て
い
た
。
成
形
台
の
横
（
瓦
当
）
と
上
（
丸
瓦
部
）
か
ら
別
の
粘
土
板
を
押
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

付
け
た
だ
け
の
単
純
作
業
（
図
1
0
）
、
疑
似
一
本
作
り
と
仮
称
す
る
、
が
復
原
で
き
る
。
丸
瓦
部
側
端

凹
面
側
を
大
き
く
面
取
す
る
点
も
M
W
と
異
な
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
軒
平
瓦
は
H
W
～
四
で
あ
る
。
軒
丸
瓦
と
異
な
り
不
統
一
な
文
様
だ
が
、
特
に
数

量
の
多
い
H
W
～
H
W
に
共
通
し
て
、
平
瓦
部
凹
面
か
ら
両
側
面
に
か
け
て
～
連
の
布
目
が
残
り
、
成

形
台
側
面
に
立
ち
上
が
り
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
。
第
王
・
豆
期
の
軒
平
瓦
に
は
な
か
っ
た
特
徴
で

あ
る
。
熱
雲
は
H
N
が
段
顎
中
心
、
H
V
は
双
方
あ
り
、
H
W
以
降
は
直
線
顎
や
曲
線
顎
中
心
で
あ
る
。

赤
塚
氏
・
蟹
江
氏
は
段
顎
の
H
W
を
H
V
以
下
よ
り
先
行
す
る
（
第
二
段
階
無
相
）
と
し
て
い
る
が
、

先
述
の
よ
う
に
顎
形
状
が
年
代
差
で
な
く
作
り
分
け
に
起
因
す
る
と
な
る
と
、
文
様
的
に
共
通
性
が
強

い
H
W
と
H
V
・
H
刷
の
間
に
年
代
差
を
も
た
せ
る
必
要
も
な
く
な
る
。

　
M
灰
は
法
性
寺
な
ど
申
島
郡
に
主
に
分
布
す
る
単
弁
四
葉
軒
丸
瓦
の
流
れ
を
く
む
。
横
置
型
一
本
作

り
だ
が
、
詳
細
な
製
作
技
法
を
復
原
で
き
る
資
料
は
な
い
。
金
堂
で
出
土
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
国

分
寺
瓦
屋
で
作
ら
れ
た
か
、
他
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
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心
血
期
の
瓦
は
、
文
様
的
に
も
そ
う
だ
が
、
軒
丸
瓦
に
顕
著
な
よ
う
に
製
作
技
法
の
細
部
で
第
1
・
1
期
の
瓦
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
　
造
瓦
組
織
の
復
原

造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

　
以
上
か
ら
尾
張
国
分
寺
の
造
瓦
組
織
を
復
原
す
る
。

　
ま
ず
創
建
期
・
伽
藍
整
備
期
に
は
、
国
内
各
所
か
ら
瓦
を
集
め
る
と
同
時
に
、
国
分
寺
瓦
屋
を
創
設
す
る
。
創
設
に
あ
た
っ
て
は
中
央
か
ら

の
直
接
的
な
援
助
は
な
く
、
国
内
の
工
人
を
掻
き
集
め
編
成
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
一
本
作
り
な
ど
一
見
中
央
系
の
技
法
も
、
～
度
盛
内
心
寺

に
導
入
さ
れ
た
技
法
が
、
結
果
的
に
国
分
寺
造
営
の
際
に
流
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
様
相
は
、
拙
稿
で
み
た
西
海
道
諸
国
の
例
と
同
じ
で
あ
る

【
梶
原
二
〇
〇
〇
】
。
文
様
も
基
本
的
に
は
在
地
の
文
様
の
転
用
だ
が
、
軒
平
瓦
H
I
の
文
様
は
新
た
に
国
分
寺
で
創
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
修
造
期
の
瓦
は
、
創
建
期
の
そ
れ
と
は
技
法
的
に
も
文
様
的
に
も
多
少
の
隔
た
り
が
あ
る
。
尾
張
国
分
寺
甘
雨
は
国
内
諸
寺
に
広
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

分
布
し
て
お
り
、
周
辺
諸
寺
の
造
瓦
を
請
け
負
う
う
ち
に
技
法
が
漸
次
変
遷
し
た
の
か
、
創
建
期
と
は
系
統
の
異
な
る
工
人
が
造
瓦
に
携
わ
っ

た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
遠
江
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
国
分
寺
瓦
屋
内
で
の
強
固
な
文
様
・
技
法
の
保
持
は
、
尾
張
で
は
意
図

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

①
東
畑
↓
国
分
寺
↓
東
畑
と
い
う
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
こ
の
萢
で
作
ら
れ

　
た
製
品
が
両
寺
で
そ
れ
ほ
ど
出
土
し
な
い
点
も
加
え
、
現
状
積
極
的
に
支
持
す
る

　
根
拠
は
な
い
。

②
国
分
寺
創
建
期
の
瓦
に
国
分
寺
瓦
屋
以
外
か
ら
の
流
用
瓦
が
含
ま
れ
る
例
に
つ

　
い
て
は
、
門
梶
原
二
〇
〇
〇
】
で
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

③
表
2
参
照
。
表
2
は
【
浅
野
編
一
九
六
八
】
よ
り
転
載
。

④
当
時
は
六
七
＝
｝
D
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
【
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
一
九
九
六
】
で
は
D
は
C
と
同
籠
と
し
て
型
式
が
消
滅
し
て
い
る
。
　
　
・

⑤
第
五
回
古
瓦
観
察
会
（
二
〇
〇
一
）
中
で
の
梶
由
氏
の
発
言
に
よ
る
。

⑥
本
稿
執
筆
中
に
、
市
川
考
古
博
物
館
由
下
直
充
氏
よ
り
、
門
郡
系
瓦
偏
と
い
う

　
用
語
に
つ
い
て
ご
指
摘
を
う
け
た
。
本
稿
や
【
梶
原
二
〇
〇
〇
】
で
い
う
「
郡
系

　
瓦
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
国
分
寺
や
国
府
な
ど
の
瓦
を
作
る
た
め
に
国
が
直
接

　
管
理
運
営
レ
た
窯
と
の
対
照
と
し
て
、
在
地
寺
院
造
営
の
た
め
に
在
地
氏
族
が
所

　
有
し
た
で
あ
ろ
う
窯
よ
り
供
給
を
受
け
た
製
品
の
総
称
と
し
て
用
い
て
い
る
。
こ

　
こ
で
あ
げ
た
愛
智
郡
の
瓦
な
ど
、
郡
内
に
分
布
が
限
定
さ
れ
る
瓦
は
存
在
す
る
も

　
の
の
、
そ
れ
が
【
関
東
古
瓦
研
究
会
編
一
九
九
八
】
な
ど
で
展
開
さ
れ
る
、
「
郡
」

　
と
い
う
行
政
区
画
に
厳
密
に
規
定
さ
れ
、
郡
司
履
が
中
心
に
な
っ
た
生
産
体
鋼
を

　
示
す
か
ど
う
か
は
、
少
な
く
と
も
筆
者
の
扱
っ
た
地
域
に
お
い
て
は
現
状
確
言
で
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き
な
い
と
考
え
る
。
こ
こ
に
整
理
し
な
お
し
て
お
く
。

⑦
尾
張
国
分
寺
で
は
、
瓦
の
出
土
場
所
は
金
堂
と
塔
に
つ
い
て
の
み
型
式
別
数
量

　
が
示
さ
れ
て
お
り
、
遠
江
や
後
述
の
三
河
の
よ
う
に
、
講
堂
・
圓
廊
や
そ
の
他
周

　
辺
伽
藍
の
瓦
を
抽
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
述
の
七
七
五
年
を

　
下
限
と
す
る
時
期
ま
で
に
周
辺
伽
藍
を
含
め
造
営
は
　
段
落
し
て
い
た
と
考
え
、

　
そ
れ
ま
で
の
瓦
を
、
他
国
の
基
準
に
合
わ
せ
る
形
で
第
1
・
H
期
と
し
て
扱
う
。

⑧
上
原
氏
の
用
語
【
上
原
一
九
九
六
】
に
従
う
。
成
形
台
…
本
作
り
と
も
い
う
。

⑨
平
城
宮
六
六
八
二
型
式
と
類
似
す
る
軒
平
瓦
と
塔
跡
で
理
事
す
る
こ
と
（
な
お
、

　
天
平
年
間
に
六
六
八
二
A
と
組
み
合
う
軒
丸
瓦
六
三
〇
八
D
は
一
本
作
り
で
あ
る

　
門
毛
利
光
・
花
谷
一
九
九
一
】
）
、
丸
瓦
部
が
行
基
葺
式
で
あ
る
こ
と
、
繊
土
土
器

　
の
中
心
が
鳴
海
三
二
号
窯
式
あ
た
り
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
八
世
紀
半
ば
を
下

　
ら
な
い
瓦
で
あ
り
、
国
分
寺
の
瓦
に
先
行
す
る
可
能
性
が
高
い
と
解
釈
し
て
い
る
。

⑩
詳
細
に
み
る
と
、
M
W
は
、
瓦
当
下
都
に
布
目
を
残
す
側
辺
が
あ
る
こ
と
、
瓦

　
当
が
水
平
方
向
に
剥
離
す
る
個
体
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
け
の
あ
る
成
形
台
を
用

　
い
た
積
上
式
（
捌
9
・
1
0
）
で
あ
る
。
瓦
当
馬
に
は
布
目
を
調
整
せ
ず
に
ほ
ぼ
完

　
全
に
残
し
て
お
り
、
ま
た
申
央
部
に
横
位
の
小
段
が
あ
り
、
こ
れ
が
木
組
圧
痕
と

　
す
る
と
成
形
台
は
分
割
式
で
あ
ろ
う
（
図
5
9
）
。
範
の
向
き
と
丸
瓦
部
と
の
関
係

　
は
一
八
○
度
で
反
転
し
た
二
種
あ
り
、
外
縁
ま
で
被
る
方
形
の
苑
が
想
定
さ
れ
る
。

　
一
方
大
山
廃
寺
の
報
告
に
は
、
1
！
a
類
瓦
の
特
徴
と
し
て
、
瓦
当
落
の
布
目
と

　
瓦
当
裏
中
央
部
の
横
位
の
段
と
い
う
、
分
割
式
成
形
台
を
用
い
た
横
雌
型
｝
本
作

　
り
を
想
定
さ
せ
る
指
標
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
瓦
と
技
法
的
に
も
近
似
す
る
。

⑪
本
稿
で
は
直
線
顎
と
す
る
が
、
曲
線
顎
1
に
も
近
い
微
妙
な
瓦
で
あ
る
。

⑫
た
だ
ひ
と
つ
気
に
な
る
点
は
、
出
土
量
か
ら
考
え
る
と
、
軒
平
瓦
H
工
は
三
範

　
で
二
三
％
、
H
田
は
垂
範
で
三
〇
％
、
足
す
と
半
数
を
超
え
る
の
に
対
し
、
軒
丸

　
瓦
は
M
皿
・
W
・
W
で
三
二
％
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
分
寺
瓦
屋
以
外
か
ら

　
供
給
さ
れ
た
瓦
も
含
め
て
計
算
し
て
も
、
第
工
・
1
期
の
瓦
と
し
て
は
軒
平
瓦
五

　
七
％
、
軒
丸
瓦
四
四
％
と
か
な
り
差
が
出
る
。
軒
平
瓦
の
一
部
、
特
に
型
式
的
に

　
四
一
で
あ
り
、
ま
た
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
S
D
一
王
で
出
土
し
て
い
な
い
H
I
－

　
C
・
H
鳳
l
B
あ
た
り
の
｝
部
が
第
且
期
以
降
に
下
る
可
能
餓
も
否
定
で
き
な
い

　
が
、
H
王
の
軒
平
瓦
は
顎
部
が
剥
離
し
や
す
か
っ
た
な
ど
、
型
式
問
の
壊
れ
や
す

　
さ
の
差
が
反
映
さ
れ
た
と
こ
こ
で
は
考
え
て
お
き
た
い
。

⑬
　
こ
の
製
作
技
法
は
、
木
村
捷
三
郎
氏
が
論
じ
た
　
本
作
り
の
定
義
で
あ
る
、

　
「
瓦
当
部
と
筒
耳
を
同
時
に
置
土
で
作
り
上
げ
る
」
【
木
村
【
九
六
九
】
に
厳
密

　
に
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
を
用
い
た
。

⑭
　
国
内
諸
寺
と
国
分
寺
で
の
顎
の
作
り
分
け
な
ど
も
、
そ
の
傾
向
に
拍
車
を
掛
け

　
た
と
思
わ
れ
る
。
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第
四
章
三
河
国
分
寺

（【

j
資
料
の
検
討
（
図
1
！
）

白
鳥
遺
跡
・
山
ノ
入
遣
跡
・
市
道
遺
跡
　
三
河
国
分
寺
の
瓦
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
こ
の
三
遺
跡
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。



造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

　
白
鳥
遺
跡
は
三
河
国
府
ま
た
は
国
府
付
属
寺
院
と
さ
れ
、
遠
江
の
項
で
も
触
れ
た
東
三
河
系
の
系
譜
を
引
く
、
素
弁
八
葉
・
十
葉
蓮
華
文
軒

丸
瓦
と
偏
向
唐
草
文
軒
平
瓦
を
八
世
紀
前
半
に
採
用
す
る
【
斎
藤
～
九
八
五
】
門
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
一
九
九
二
】
。
こ
れ
ら
の
瓦
は
大
宝
元

（
七
〇
一
）
年
開
山
と
さ
れ
る
医
王
寺
の
瓦
の
う
ち
時
期
が
下
る
も
の
と
同
箔
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
三
河
国
分
寺
皇
女
も
採
用
す
る
。

　
山
ノ
入
遺
跡
は
七
世
紀
後
半
創
建
の
本
寺
だ
が
、
八
世
紀
に
入
り
国
府
付
属
寺
院
【
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
一
九
九
二
】
や
国
分
寺
前
身
寺

院
【
高
浜
市
や
き
も
の
の
里
か
わ
ら
美
術
館
一
九
九
八
a
】
に
な
っ
た
と
も
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
も
医
王
寺
や
白
鳥
遺
跡
と
同
説
瓦
が
出
土
す
る
。

　
市
道
遺
跡
は
居
館
お
よ
び
長
期
間
に
わ
た
る
大
規
模
倉
庫
群
で
著
名
な
遺
跡
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
あ
る
八
世
紀
前
半
頃
に
造
営
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
寺
院
跡
で
も
、
東
三
河
系
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
素
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
が
採
用
さ
れ
る
。

　
以
上
か
ら
三
河
国
分
寺
造
営
以
前
に
お
い
て
は
、
東
三
河
系
瓦
の
製
作
工
人
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
工
房
で
、
従
前
と
文
様
意
匠
等
を
大
き

く
変
え
る
こ
と
な
く
、
公
的
諸
施
設
等
の
瓦
が
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
が
三
河
国
分
寺
造
営
を
機
に
、
大
き
な
転
換
を
遂
げ
る
。

　
国
分
寺
瓦
の
祖
型
　
三
河
国
分
寺
の
瓦
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
瓦
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。
三
河
国
分
寺
の
軒
瓦
の
文
様

が
越
中
国
分
寺
の
軒
瓦
と
酷
似
す
る
こ
と
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
具
体
的
関
係
は
不
明
と
さ
れ
る
。
前
田
清
彦
氏
は
軒
丸

瓦
が
と
も
に
横
置
型
一
本
作
り
で
あ
り
、
ま
た
諸
調
整
な
ど
も
共
通
性
が
高
い
こ
と
か
ら
技
術
的
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

景
と
し
て
、
①
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
同
一
の
瓦
工
集
団
が
関
与
し
た
可
能
性
、
②
中
央
に
お
い
て
地
方
か
ら
召
集
し
た
瓦
工
を
ま
と
め
て
技

術
指
導
し
た
可
能
性
、
を
あ
げ
る
【
前
田
一
九
九
五
】
。
確
か
に
両
者
は
形
状
・
製
作
技
法
も
酷
似
し
、
同
一
系
譜
の
工
人
が
関
与
し
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
し
か
し
特
に
軒
平
瓦
に
お
い
て
、
両
者
の
文
様
は
独
特
か
つ
酷
似
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
に
は
類
例
が
な
い
こ
と
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

両
者
を
中
央
か
ら
の
直
接
的
影
響
下
で
考
え
る
説
に
は
肯
じ
難
く
、
む
し
ろ
越
中
－
三
河
と
い
う
地
方
間
で
の
動
向
と
解
釈
し
た
い
。

　
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
と
、
次
は
先
後
関
係
の
解
明
が
必
要
と
な
る
。
両
者
の
調
整
法
な
ど
を
詳
細
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
軒
丸
瓦
の
丸

瓦
部
・
軒
平
瓦
の
平
瓦
部
に
施
さ
れ
る
縦
削
り
は
、
越
中
国
分
寺
の
方
が
単
位
が
細
か
く
丁
寧
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
軒
平
瓦
顎
部
の
一
条
の
削

り
調
整
も
、
越
中
国
分
寺
の
瓦
は
＝
疋
の
幅
に
き
ち
ん
と
削
っ
て
い
た
。
ま
た
軒
平
瓦
瓦
当
部
～
平
瓦
部
の
側
端
面
に
つ
い
て
、
越
中
国
分
寺

27　（323）
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在
地
の
瓦

国
分
寺
造
営
前
の

国
府
周
辺
の
瓦

国
分
寺
第
－
期
（
創
建
期
）

第
H
期
（
伽
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整
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期
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皿
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第
W
期
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修
造
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表3　三河国分寺軒瓦型式分窟状況

出土場所 MIAa　MIAb　MIB　MIC　MllA　MllB　MdiA　MNA　MVAa－c　MvrA　MvaA　MwnA　MorA　MXA

（㊤

m
。
。
）

　金堂跡

　講堂跡

　　　下部瓦層
　　　藤織掘方内

墨跡　黄褐色±

　　　上部瓦層
　　　　その他

東回廊跡

西回廊跡

寺域北東部

東面築地跡

西面築地跡

北東部築地

南東部築地

寺域外北部

S57調査区

6
1
8
2
8
1
1
6

2

り
σ
－

2

1

1

1

エ

1

1

1

9
臼
つ
Q
l
1

1

1

り
O
l
ぼ
Q
5
3
1
1

7
2
5
6
1
22

3

3
（
乙
2

2

4
1

5 1 1 1

O
。
っ

出土場所 HIA　HIB　HIC　HID　HIE　HIF　HIG　HilA　HEB　HMA　HIVA　HIVB　HVA　HVIA　HvaA
　金堂跡
　講堂跡

　　　下部瓦属
　　　基壇掘方内
蛇田　黄褐色土

　　　上部瓦層
　　　　その他
東回廊跡
西回廊跡

春域北東部
東面築地跡
西圃築地跡
北東都築地
南山部築地
春域外北部

S57調査9

2
1
5
1
2
7
1
4
1

に
」
4
1

9
臼
1
1

1

6
4
1
1
6
1

2

9

2

1

　
　
　
6

つ
0
り
0
1
2

　
　
　
1

－
り
自
－

4

7
3
11
1

3
2
？
－

1

1

4

1

1

－
玉

0
ゾ
2

1

1

1

1

1



造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

の
瓦
は
平
城
宮
同
様
成
形
台
に
村
し
垂
直
に
立
ち
上
が
る
の
に
対
し
、
三
河
国
分
寺
の
瓦
は
や
や
内
毒
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
を
勘
案
し
本
稿
で
は
、
越
中
国
分
寺
の
方
が
三
河
国
分
寺
に
先
行
す
る
と
考
え
る
。

　
瓦
落
文
も
、
軒
丸
瓦
の
蓮
子
や
花
弁
意
匠
の
省
略
や
、
軒
平
瓦
登
第
三
単
位
の
支
葉
の
意
匠
が
他
の
単
位
の
支
葉
と
同
じ
に
な
る
な
ど
、
越

中
国
分
寺
に
比
し
て
文
様
退
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
軒
丸
瓦
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
文
様
変
遷
過
程
は
単
純
な
省
略
で
は

な
く
、
北
野
廃
寺
に
代
表
さ
れ
る
西
三
河
系
の
瓦
当
文
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
と
も
理
解
で
き
る
【
稲
垣
…
九
九
一
】
。
後
出
型
式
に
は
西
三
河

の
瓦
に
多
い
単
弁
六
葉
蓮
華
文
の
軒
丸
瓦
が
～
定
量
み
ら
れ
る
点
も
、
在
地
工
人
と
の
情
報
伝
達
を
想
起
さ
せ
る
。

　
国
分
寺
瓦
の
変
遷
　
三
河
国
分
寺
で
は
軒
丸
瓦
が
＝
種
～
九
箔
、
軒
平
瓦
が
七
種
～
五
箔
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
瓦
に
つ
い
て
は

先
述
の
前
田
氏
の
研
究
が
あ
る
【
前
田
　
九
九
五
】
。
前
田
氏
は
軒
丸
瓦
の
製
作
技
法
を
A
技
法
…
接
合
式
・
B
1
技
法
i
積
上
式
一
本
作
り
・

B
2
技
法
－
積
上
式
一
本
作
り
（
技
法
の
省
略
化
し
た
も
の
）
・
B
3
技
法
－
折
曲
式
一
若
作
り
（
図
－
o
）
に
分
類
し
、
そ
れ
と
伽
藍
各
所
で
の

諸
型
式
の
出
土
状
況
（
門
前
田
一
九
八
九
】
。
表
3
と
し
て
一
部
改
変
し
転
載
）
な
ど
を
照
合
し
つ
つ
軒
瓦
編
年
を
組
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
そ

れ
を
参
考
に
し
、
軒
平
瓦
の
形
状
や
製
作
技
法
な
ど
も
加
味
し
な
が
ら
、
四
期
に
分
類
す
る
。

　
第
－
期
は
主
要
伽
藍
創
建
期
。
金
堂
お
よ
び
量
子
で
も
比
較
的
古
い
層
（
下
部
瓦
層
・
木
造
基
壇
掘
方
内
）
か
ら
出
土
す
る
瓦
を
こ
の
時
期
と

す
る
。
軒
丸
瓦
は
M
王
A
a
・
A
b
・
M
皿
A
、
軒
平
瓦
は
H
I
A
・
B
・
E
が
確
実
に
該
当
し
、
文
様
・
技
法
の
類
似
か
ら
M
工
B
・
C
も

含
め
る
。
こ
の
う
ち
M
I
A
a
・
H
I
A
は
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
三
六
％
・
三
〇
％
を
占
め
、
各
所
で
満
遍
な
く
出
土
し
て
い
る
。
文
様
的
に
も

こ
の
組
み
合
わ
せ
を
最
古
と
し
て
よ
く
「
最
も
古
く
お
か
れ
る
創
建
瓦
」
【
前
田
～
九
八
九
】
と
い
う
認
識
は
妥
当
で
あ
る
。
他
の
型
式
も
比
較

的
多
く
出
土
し
て
お
り
、
第
－
期
瓦
は
軒
丸
で
全
体
の
五
五
％
・
軒
平
で
五
九
％
と
半
数
以
上
を
占
め
る
。

　
製
作
技
法
的
に
は
、
軒
丸
瓦
M
I
A
a
・
A
b
は
B
1
技
法
、
M
置
は
A
技
法
と
B
2
技
法
が
混
在
し
て
い
る
。
複
数
系
統
の
瓦
工
が
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
た
可
能
性
が
高
い
。
特
に
M
皿
は
単
弁
六
葉
蓮
華
文
で
あ
り
、
在
地
系
工
人
の
関
与
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
軒
平
瓦
は
曲
線
顎
H

　
　
　
　
　
　
　
⑤

（
図
3
）
が
大
多
数
だ
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
片
端
の
厚
く
な
っ
た
一
枚
の
粘
土
か
ら
作
る
た
め
、
曲
率
が
小
さ
く
直
線
顎
に
も
近
い
。
ま
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た
、
文
様
的
に
は
か
な
り
崩
れ
た
H
王
E
も
含
め
、
瓦
器
は
比
較
的
丁
寧
に
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
る
【
前
田
一
九
八
九
】
。

　
第
H
期
は
周
辺
伽
藍
整
備
期
。
金
堂
・
塔
跡
古
層
か
ら
出
土
し
な
い
瓦
の
う
ち
、
伽
藍
周
辺
域
に
比
較
的
多
い
瓦
を
あ
て
る
。
軒
丸
瓦
は
M

H
A
・
M
W
A
、
軒
平
瓦
は
H
I
C
・
D
が
あ
り
、
M
豆
B
も
こ
こ
に
加
え
る
。
文
様
的
に
は
軒
丸
瓦
の
蓮
子
が
一
＋
四
と
二
重
に
な
る
。
全

体
の
二
七
％
を
占
め
る
M
N
A
と
、
一
八
％
を
占
め
る
H
I
C
は
、
詳
細
な
出
土
状
況
か
ら
も
報
告
書
ど
お
り
組
み
合
う
と
し
て
よ
い
。
ま
た

M
豆
A
と
H
I
D
も
出
土
地
点
が
多
く
重
な
る
。
軒
丸
瓦
で
全
体
の
三
二
％
・
軒
平
瓦
で
二
五
％
を
占
め
る
。

　
製
作
技
法
は
、
軒
丸
瓦
は
M
E
A
・
B
が
B
l
技
法
、
M
N
が
B
2
技
法
で
あ
る
。
第
－
期
に
比
べ
B
2
技
法
の
割
合
が
高
く
な
り
、
省
略

化
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
。
あ
る
い
は
B
2
技
法
の
M
皿
も
第
H
期
と
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
A
技
法
は
姿
を
消
す
。
軒
平
瓦
は
前
帝
の

彫
刻
が
や
や
粗
雑
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
【
前
田
～
九
八
九
】
。
そ
の
他
の
特
徴
は
国
王
期
…
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

　
第
m
期
は
伽
藍
完
成
後
の
補
修
瓦
。
国
分
寺
の
大
修
理
期
に
あ
た
る
塔
跡
上
部
瓦
層
で
主
に
出
土
す
る
瓦
を
第
W
期
と
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の

瓦
は
周
辺
伽
藍
で
出
土
し
な
い
こ
と
か
ら
、
言
書
黄
褐
色
土
管
や
周
辺
伽
藍
で
少
数
出
土
す
る
瓦
を
第
皿
期
と
し
た
。
軒
丸
瓦
で
は
M
V
A
a

～
c
、
軒
平
瓦
で
は
H
V
A
で
、
後
述
の
顎
形
状
の
類
似
か
ら
H
I
F
も
含
め
る
。
軒
丸
瓦
で
全
体
の
五
％
・
軒
平
瓦
で
三
％
を
占
め
る
。

　
製
作
技
法
的
に
は
、
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
と
も
第
H
期
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
ず
軒
丸
瓦
は
い
ず
れ
も
B
2
技
法
と
さ
れ
る
が
門
前
田

一
九
九
五
】
、
断
面
図
に
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
、
丸
瓦
部
の
位
置
が
か
な
り
下
が
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
成
形
台
の
受
け
部
が
浅
く
な
っ
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
丸
瓦
部
の
粘
土
が
厚
い
の
も
、
受
け
の
浅
い
成
形
台
を
用
い
て
従
来
同
様
の
大
き
さ
の
瓦
当
部
を
作
る
た
め
、
上
方
に

余
分
に
粘
土
を
積
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
こ
の
技
法
を
B
2
技
法
と
表
す
が
、
B
1
と
B
2
の
差
が
瓦
当
裏
調
整

な
ど
細
部
調
整
の
省
略
化
に
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
ら
と
B
2
は
成
形
台
と
い
う
道
具
の
規
格
の
変
更
で
あ
り
、
よ
り
大
き
な
技
法
差
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軒
平
瓦
も
第
－
期
ま
で
よ
り
顎
の
曲
率
が
極
端
に
大
き
く
な
る
。

　
第
W
期
は
改
修
期
。
ロ
ス
ト
ル
直
宮
窯
の
赤
塚
山
瓦
窯
が
開
削
さ
れ
、
補
修
羅
の
生
産
が
大
規
模
に
行
わ
れ
る
。
三
跡
上
部
瓦
層
出
土
瓦
を

充
て
る
。
軒
丸
瓦
で
は
M
W
A
・
M
鴨
A
・
M
皿
A
・
M
朕
A
・
M
X
A
・
M
X
I
A
、
軒
平
瓦
で
は
H
W
A
・
B
・
H
刷
A
。
ま
た
赤
塚
山
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造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

二
号
窯
で
焼
成
が
確
認
さ
れ
て
い
る
M
V
A
d
（
表
に
は
未
掲
載
）
・
H
I
G
・
H
∬
B
、
ま
た
H
H
A
お
よ
び
そ
の
退
化
型
式
H
皿
A
も
こ

の
時
期
と
す
る
。
M
慨
A
と
H
W
A
・
B
は
赤
塚
山
昔
日
窯
で
、
M
猛
A
と
H
H
B
は
赤
塚
山
二
号
窯
の
窯
再
構
築
材
と
し
て
、
M
W
A
と
H

I
G
は
赤
塚
山
二
号
窯
で
、
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
軒
丸
瓦
で
全
体
の
八
％
・
軒
平
瓦
で
一
二
％
で
あ
る
。

　
製
作
技
法
と
し
て
は
、
軒
丸
瓦
で
は
M
㎎
A
・
M
X
I
A
の
A
技
法
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
が
B
3
技
法
で
作
ら
れ
る
。
こ
れ
は
特
に
赤
塚
山

二
号
窯
で
顕
著
な
傾
向
で
あ
り
、
ロ
ス
ト
ル
式
平
造
と
と
も
に
新
た
な
技
術
移
入
の
証
左
と
さ
れ
る
【
前
田
一
九
九
五
】
。
軒
平
瓦
で
は
直
線
顎

の
H
W
A
・
B
以
外
は
、
顎
貼
付
式
の
曲
線
顎
∬
で
あ
り
、
特
に
H
∬
A
・
B
の
中
に
は
、
貼
付
部
の
接
着
を
よ
く
す
る
た
め
に
カ
キ
ヤ
ブ
リ

を
施
し
た
個
体
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
軒
平
瓦
の
瓦
当
が
三
日
月
状
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
形
状
を
呈
す
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
H
H

A
・
B
の
文
様
と
相
侯
っ
て
、
遠
江
か
ら
の
影
響
を
想
起
さ
せ
る
【
稲
垣
一
九
九
一
】
。

（
二
）
　
造
瓦
組
織
の
復
原

　
以
上
か
ら
三
河
園
分
寺
の
平
瓦
組
織
を
復
原
す
る
。
ま
ず
は
越
中
国
分
寺
か
ら
の
文
様
・
工
人
の
移
動
に
よ
っ
て
瓦
作
り
が
開
始
さ
れ
る
。

そ
の
際
、
国
府
瓦
の
生
産
に
も
携
わ
っ
た
東
三
河
系
工
人
の
徴
用
も
当
然
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
様
や
技
法
に
は
そ
の
痕
跡
は
留
め
ら
れ

ず
一
新
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
文
様
的
に
は
西
三
河
の
北
野
廃
寺
系
の
影
響
が
想
起
さ
れ
る
。
国
分
寺
造
営
を
機
に
、
国
府
周
辺
の
工
人
を
必

要
に
応
じ
て
使
い
瓦
を
供
給
さ
せ
て
い
た
段
階
か
ら
一
歩
進
み
、
三
河
一
円
、
お
よ
び
越
中
な
ど
他
地
域
か
ら
も
工
人
を
召
集
し
、
瓦
屋
を
国

府
付
属
機
関
と
し
て
本
格
的
に
整
備
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
主
要
堂
宇
か
ら
回
廊
・
築
地
な
ど
周
辺
伽
藍
の
造
営
が
一
段
落
つ
く
ま
で

は
、
大
き
な
技
法
の
変
化
も
な
く
、
同
一
の
工
人
が
造
瓦
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
を
創
建
期
と
す
る
。

　
し
か
し
補
修
瓦
に
つ
い
て
は
、
創
建
期
と
は
や
や
技
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
新
来
の
技
法
を
採
用
し
た
の
か
、
工
人
自
体
が
異
な
る
の
か
は

判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
の
赤
塚
山
～
号
窯
・
二
号
窯
の
各
操
業
時
に
も
、
各
々
技
法
が
異
な
る
工
人
が
訪
れ
て
い
る
。
前
田
氏

の
述
べ
る
「
随
時
技
術
移
入
が
は
か
ら
れ
た
」
と
い
う
見
方
は
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
す
べ
て
が
「
中
央
か
ら
」
で
あ
り
「
中
央
政
府
の
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強
力
な
テ
コ
入
れ
の
結
果
」
と
で
き
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
創
建
瓦
が
越
中
訴
訟
寺
系
工
人
の
影
響
を
強
く
受
け
る
よ
う
に
、
折
曲
式
～
本

作
り
も
他
地
域
を
経
由
し
て
導
入
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
赤
塚
山
二
号
窯
の
軒
平
瓦
に
は
遠
江
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
飛
雲
文

軒
平
瓦
に
し
て
も
、
対
応
軒
丸
瓦
は
中
央
系
と
は
傷
い
難
い
。
中
央
か
ら
の
技
術
者
派
遣
に
関
し
て
は
慎
重
な
見
方
が
必
要
と
考
え
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
技
法
、
ひ
い
て
は
工
人
系
譜
の
変
化
の
中
で
、
特
定
の
瓦
を
除
き
、
同
一
文
様
を
使
用
し
続
け
た
事
実
は

特
筆
に
値
す
る
。
こ
れ
は
遠
江
・
尾
張
で
見
た
状
況
と
は
ま
た
ひ
と
つ
異
な
る
。

　
ま
た
三
河
国
分
寺
系
瓦
は
在
地
諸
寺
に
波
及
し
な
い
。
こ
れ
を
瓦
無
給
の
国
府
直
轄
管
理
、
ひ
い
て
は
「
中
央
主
導
し
の
一
つ
の
証
左
と
と

る
説
も
あ
る
【
前
田
一
九
九
五
】
が
、
隣
国
の
遠
江
の
よ
う
な
、
同
様
に
箔
を
直
接
管
理
し
瓦
を
生
産
し
た
国
府
亜
聖
（
遠
江
で
は
清
ヶ
谷
窯
）
か

ら
在
地
諸
寺
が
直
接
瓦
の
供
給
を
受
け
る
例
か
ら
も
、
在
地
諸
寺
へ
の
波
及
の
有
無
を
直
接
国
分
寺
窯
の
性
格
に
反
映
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

　
三
河
で
は
国
分
寺
系
で
あ
る
な
し
を
問
わ
ず
、
国
分
二
寺
以
外
で
の
八
世
紀
後
半
以
降
の
瓦
の
出
土
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
在
地
諸
寺
の
多
く

が
国
分
寺
造
営
期
ま
で
に
廃
れ
て
い
た
か
ま
た
は
改
修
を
行
う
だ
け
の
経
済
的
体
力
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
お
い

て
市
道
遺
跡
で
は
、
国
分
寺
瓦
屋
の
操
業
期
間
と
大
き
く
重
な
る
時
期
に
幾
度
か
の
補
修
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
分
寺
系
の
瓦

と
は
ま
っ
た
く
の
没
交
渉
で
あ
る
。
遠
江
の
項
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
在
地
瓦
窯
の
国
府
・
圏
分
寺
へ
の
一
局
集
中
の
傾
向
が
進
む
中
、
わ
ず

か
一
〇
㎞
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
両
遺
跡
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
産
手
段
を
抱
え
る
と
い
う
状
況
は
特
筆
に
値
す
る
。

　
そ
れ
ら
周
辺
諸
寺
の
状
況
お
よ
び
三
河
国
分
寺
瓦
屋
で
製
作
技
法
が
連
続
し
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
①
三
河
国
分
寿
の
瓦
工
房

は
断
続
的
で
、
必
要
に
応
じ
工
人
を
招
集
し
て
い
た
、
②
そ
の
原
因
と
し
て
、
遠
江
な
ど
と
異
な
り
周
辺
諸
寺
で
の
需
要
が
極
端
に
少
な
く
、

継
続
的
に
国
分
寺
や
国
府
で
工
人
を
維
持
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
、
③
そ
の
中
で
八
世
紀
後
半
以
降
も
補
修
を
繰
り

返
し
た
数
少
な
い
寺
院
で
あ
る
市
道
遺
跡
内
寺
院
は
、
自
前
で
瓦
を
調
達
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
想
定
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

①
　
吉
岡
康
暢
氏
も
「
平
城
宮
瓦
と
し
て
の
一
元
的
放
射
状
の
瓦
工
の
派
遣
」

　
べ
て
い
る
【
吉
岡
一
九
八
七
】
。

と
述

②
実
際
先
述
の
遠
江
か
ら
駿
河
や
、
【
梶
原
二
〇
〇
〇
】
で
も
触
れ
た
よ
う
な
肥

　
後
か
ら
薩
摩
な
ど
、
国
を
越
え
た
工
人
移
動
は
存
在
す
る
。
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③
ま
た
越
申
国
分
寺
瓦
の
ル
ー
ツ
に
関
し
て
は
、
伯
脅
国
分
寺
な
ど
と
関
連
す
る

　
と
い
う
説
【
森
一
九
七
四
】
と
平
城
富
六
三
一
四
A
型
式
に
直
接
結
び
つ
け
る
説

　
門
吉
岡
｝
九
八
七
】
が
あ
る
。
製
作
技
法
か
ら
は
、
伯
害
国
分
寺
が
接
合
式
な
の

　
に
対
し
、
六
ご
二
四
A
型
式
は
越
中
・
ご
一
河
両
国
分
寺
同
様
、
瓦
盗
裏
布
目
を
撫

　
で
消
し
た
積
み
上
げ
式
の
横
置
型
一
本
作
り
の
可
能
性
が
強
い
と
さ
れ
る
【
毛
利

　
光
・
花
谷
～
九
九
一
】
。
形
状
な
ど
も
共
通
性
が
高
く
、
工
人
移
動
も
含
め
た
後

　
者
の
見
解
が
妥
当
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
森
氏
が
国
勢
国
分
寺
系
統
と
し
て
あ
げ

　
た
諸
寺
の
瓦
の
う
ち
横
置
型
一
本
作
り
の
も
の
は
、
越
中
（
三
河
は
あ
げ
て
い
な

　
い
）
の
他
に
石
見
国
分
寺
が
あ
る
。

④
前
田
氏
は
こ
の
見
解
に
否
定
的
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
の
｝
つ
は
同
じ
A
技
法
の

　
M
W
A
型
式
と
中
央
系
文
様
で
あ
る
飛
雲
文
瓦
と
の
セ
ッ
ト
関
係
だ
が
、
本
稿
の

　
分
析
で
は
M
皿
と
M
畷
A
に
は
年
代
差
が
あ
り
、
直
接
的
関
連
は
な
い
と
み
な
す
。

　
し
か
し
本
稿
と
し
て
も
、
在
地
工
の
関
与
を
強
く
密
張
で
き
る
材
料
は
な
い
。

⑤
H
I
B
の
一
部
に
、
形
状
・
調
整
す
べ
て
他
と
同
｝
な
が
ら
、
顎
部
に
一
条
の

　
刻
み
を
加
え
段
暴
状
に
し
た
個
体
が
存
在
す
る
。

⑥
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
B
2
技
法
と
い
う
表
現
は
不
適
切
と
も
考
え
る
が
、

　
【
構
田
一
九
九
五
】
の
技
法
細
分
は
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
新

　
た
な
技
法
分
類
を
設
定
し
な
お
し
混
乱
を
招
く
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
、

　
B
2
と
い
う
表
現
を
用
い
た
。

⑦
【
前
田
一
九
八
九
】
で
は
、
寺
域
北
東
部
の
出
土
状
況
か
ら
、
M
H
A
と
組
み

　
合
う
軒
平
瓦
と
し
て
H
丑
A
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
H
H
A
は
、
後
述
す
る
が

　
文
様
的
に
も
製
作
技
法
的
に
も
H
且
B
と
の
共
通
点
が
多
く
、
H
H
B
が
赤
塚
由

　
二
号
窯
で
焼
成
さ
れ
る
第
W
期
の
瓦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
H
H
A
も
第
H
期
の
瓦

　
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

第
五
章
　
地
方
に
お
け
る
瓦
当
文
採
用
の
基
準

造瓦組織の復原と瓦豪文（梶原）

　
以
上
、
東
海
地
方
の
国
分
寺
の
瓦
を
順
次
み
て
き
た
。
ま
ず
い
え
る
こ
と
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
軒
丸
瓦
と
そ
の
他
の
瓦
で
明
ら

か
に
系
譜
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
軒
平
瓦
や
鬼
瓦
な
ど
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
中
央
系
と
い
っ
て
よ
い
の
に
冷
し
、
軒
丸
瓦
に
つ
い
て

は
、
越
中
か
ら
の
工
人
移
動
が
想
定
さ
れ
る
三
河
国
分
寺
の
横
置
型
～
本
作
り
技
法
を
除
き
、
在
地
の
文
様
・
技
法
の
継
承
と
し
て
解
釈
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
こ
と
を
本
稿
で
は
確
認
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
軒
平
瓦
や
鬼
瓦
に
み
ら
れ
る
東
海
一
円
の
継
続
的
な
情
報
交
流
か
ら
な
ぜ
か
軒
丸
瓦
の
み

外
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
中
央
か
ら
地
方
で
あ
れ
地
方
か
ら
地
方
で
あ
れ
、
造
瓦
に
関
す
る
文
様
・
技
法
な
ど
の
情
報
が
移
動
す
る
際
に
、

軒
丸
瓦
の
み
情
報
が
抜
け
落
ち
る
と
は
考
え
に
く
い
。
軒
丸
瓦
の
み
を
特
殊
な
例
と
し
て
考
慮
か
ら
除
外
す
べ
き
で
は
な
く
、
瓦
総
体
の
中
で
、

軒
丸
瓦
の
み
が
他
の
瓦
と
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
意
味
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
筆
者
は
、
東
海
一
円
に
お
い
て
、
受
容
者
で
あ
る
地
方
側
の
立
場
と
し
て
、
情
報
の
「
選
択
的
採
用
」
を
行
っ
た
と
考
え
る
。
国
分
寺
造
営
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前
の
七
世
紀
代
は
、
尾
張
の
藤
原
宮
式
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
軒
平
瓦
は
鳥
跡
文
で
あ
り
、
平
城
京
の
流
麗
な
唐
草
文
に
比
べ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

お
お
よ
そ
瓦
当
文
と
は
言
え
な
い
文
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
部
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
重
弧
文
は
軒
平
瓦
を
桶
巻
作
り
で
作
る
こ
と
を
前
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
し
た
瓦
当
文
で
あ
り
、
～
枚
作
り
を
採
用
し
た
国
分
寺
の
瓦
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
。
ま
た
大
棟
に
富
尾
で
は
な
く
鬼
瓦
を
飾
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

七
世
紀
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
降
棟
・
隅
棟
の
鬼
瓦
形
状
も
、
葺
き
方
の
技
術
に
も
関
わ
る
ほ
ど
大
き
く
異
な
る
。
言
う
な
ら
ば
、
軒
平
瓦

や
鬼
瓦
は
在
地
に
な
か
っ
た
技
術
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
進
ん
で
中
央
の
技
術
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
軒
丸
瓦
の
製
作
技
術
と
い
う
も
の
は
、
接
合
式
の
も
の
に
つ
い
て
は
七
世
紀
代
と
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
ま
た
こ
の
時
期
新
た
に

流
行
す
る
横
置
型
一
本
作
り
は
、
軒
平
瓦
の
技
法
変
化
の
よ
う
な
、
箔
や
文
様
を
制
限
し
そ
の
変
化
を
必
要
と
す
る
技
法
で
は
な
い
。
軒
丸
瓦

に
つ
い
て
は
、
中
央
系
の
文
様
を
採
用
す
る
必
要
性
は
な
か
っ
た
と
み
る
。
軒
丸
瓦
に
敢
え
て
在
地
系
の
文
様
を
使
用
し
続
け
た
と
こ
ろ
に
、

む
し
ろ
中
央
や
他
地
域
と
の
意
図
的
な
差
異
化
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
と
い
う
、
従
来
と
は
逆
転
の
発
想
も
可
能
で
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
視
点
で
考
え
る
な
ら
、
古
代
瓦
研
究
の
中
で
半
ば
常
識
的
に
語
ら
れ
る
、
中
央
に
近
い
文
様
を
受
容
す
る
地
域
は
よ
り
先
進
的

で
あ
る
と
か
、
中
央
系
の
文
様
の
地
方
波
及
は
律
令
国
家
の
地
方
へ
の
支
配
強
化
の
具
現
で
あ
り
、
地
方
は
進
ん
で
中
央
の
文
様
を
受
容
し
た

と
い
う
よ
う
な
一
律
的
な
考
え
方
に
は
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
国
に
よ
っ
て
基
準
は
多
少
違
い
、
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
国
分
寺
堤
瓦
に
お
い
て
は
、
中
央
系
の
文
様
・
技
法
の
す
べ
て
を
盲

目
的
に
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
必
要
な
部
分
を
選
択
し
て
受
容
し
て
い
た
と
本
稿
で
は
考
え
る
。

　
ま
た
本
稿
で
は
各
国
ご
と
の
圏
分
寺
瓦
屋
の
展
開
・
消
長
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
が
、
創
建
期
の
瓦
屋
が
い
つ
ま
で
存
続
し
た
か
で
あ
る
と

か
、
ま
た
同
一
瓦
屋
内
で
継
続
的
に
同
一
系
譜
の
文
様
を
用
い
続
け
る
か
と
い
う
点
で
も
、
四
ヶ
国
間
で
の
統
～
性
は
皆
無
で
あ
る
。
特
に
改

修
期
に
お
い
て
創
建
期
の
文
様
を
踏
襲
す
る
か
、
新
た
に
中
央
系
の
文
様
を
導
入
す
る
か
、
独
自
の
文
様
を
創
案
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
～
律

的
な
中
央
志
向
や
東
海
一
円
で
の
情
報
共
有
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
完
全
に
各
国
に
任
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
造
田
工
房
の
維
持
管
理
に
お

い
て
の
、
各
国
国
司
の
裁
量
権
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。
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さ
ら
に
国
分
寺
系
瓦
当
文
の
周
辺
諸
寺
へ
の
波
及
に
つ
い
て
は
、
国
分
寺
造
営
に
協
力
し
た
郡
司
層
へ
の
見
返
り
と
し
て
の
造
寺
奨
励
の
象

徴
で
あ
る
と
い
う
見
地
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
【
森
一
九
七
四
】
【
梶
山
一
九
九
一
】
な
ど
）
。
し
か
し
み
て
き
た
よ
う
に
、
三
河
や
駿
河
な
ど
、
必

ず
し
も
国
分
寺
系
の
瓦
は
国
内
に
広
が
り
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
三
河
の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
周
辺
諸
寺
に
お
け
る
瓦
需
要
の
有

無
と
い
う
現
実
的
・
経
済
効
率
的
問
題
が
、
結
果
と
し
て
の
瓦
当
文
の
広
が
り
の
有
無
、
ひ
い
て
は
先
述
の
国
分
寺
瓦
屋
の
存
続
期
間
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
密
接
に
絡
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
部
の
瓦
当
文
の
み
か
ら
解
釈
さ
れ
る
状
況
と
、
文
様
ば
か
り
で
な
く
製
作
技
法
や
数
量
比
の
検
討
・
丸
平
瓦
の
分
析
、
加
え
て
周
辺
諸
寺

の
状
況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
復
原
し
た
生
産
組
織
全
体
の
あ
り
方
が
相
反
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
文
様
と
い
う
目
に
見
え
や
す
い
共
通
性

に
と
ら
わ
れ
、
似
た
も
の
を
集
め
て
括
り
、
そ
れ
に
意
味
を
与
え
る
と
い
う
研
究
手
法
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

①
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
三
河
で
も
国
分
寺
に
先
行
す
る
三
河
国
府
の
瓦
は
、
当

　
初
は
東
三
河
系
の
瓦
で
あ
っ
た
。

②
山
田
寺
の
重
弧
文
軒
平
瓦
の
申
に
は
一
枚
作
り
の
も
の
や
、
挽
型
で
は
な
く
箔

　
で
施
文
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
【
花
谷
二
〇
〇
〇
】
。

③
例
外
的
に
伊
豆
国
分
寺
で
は
重
弧
文
軒
平
瓦
を
置
い
て
お
り
、
そ
れ
は
一
枚
作

　
り
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
も
確
認
し
た
。

④
【
岩
戸
二
〇
〇
藁
な
ど
に
詳
し
い
。

⑤
加
え
て
い
う
な
ら
、
国
分
寺
造
営
に
協
力
し
た
郡
司
層
へ
「
造
等
奨
励
」
と
い

　
う
見
返
り
が
な
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
噌
続
簾
本
紀
輪
な
ど
文
献
に
も

　
記
載
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
見
返
り
は
あ
く
ま
で
「
官
位
扁
や
子
孫
の
郡
領
へ

　
の
任
用
保
証
な
ど
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
一
今
後
の
瓦
研
究
に
お
け
る
｝
視
点
と
し
て
一

　
以
上
、
東
海
地
方
の
国
分
寺
の
瓦
を
通
し
筆
者
の
考
え
を
述
べ
て
き
た
。
特
に
前
章
で
も
触
れ
た
が
、
瓦
当
文
の
採
否
に
は
地
方
側
の
諸
意

図
も
存
在
し
、
そ
れ
の
み
か
ら
一
足
飛
び
に
、
一
律
的
な
政
治
史
の
流
れ
の
具
現
と
し
て
瓦
当
文
を
位
置
付
け
る
議
論
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

　
そ
こ
に
は
「
瓦
当
文
様
に
表
れ
た
現
象
は
…
寺
院
造
営
に
要
す
る
他
の
技
術
す
べ
て
の
分
野
に
共
通
し
て
い
た
は
ず
」
門
経
一
九
九
八
】

と
い
う
先
入
観
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
瓦
と
他
の
諸
技
術
の
動
き
は
必
ず
し
も
＝
疋
で
は
な
い
門
梶
原
二
〇
〇
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○
】
。
瓦
の
動
き
は
あ
く
ま
で
瓦
の
み
の
動
き
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
本
稿
で
も
み
て
き
た
よ
う
に
、
軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
、
鬼

瓦
な
ど
、
瓦
の
種
類
に
よ
っ
て
も
様
相
が
異
な
っ
て
く
る
の
だ
。
山
崎
氏
の
論
に
は
、
「
瓦
に
こ
だ
わ
っ
た
国
司
は
そ
う
多
く
な
い
」
【
山
崎
一

　
　
①

九
九
四
】
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
が
、
一
歩
退
っ
て
当
時
の
人
々
の
「
瓦
」
に
対
す
る
認
識
と
い
う
も
の
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
本
稿
や
前
野
【
梶
原
二
〇
〇
〇
】
で
提
唱
す
る
の
は
、
瓦
研
究
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
瓦
を
直
接
比
較
し
そ
の
結
果
に
何
ら
か
の
意
味
を
付

与
す
る
の
で
は
な
く
、
男
瓦
「
組
織
」
の
あ
り
方
を
復
原
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
成
熟
度
匪
目
的
に
対
し
て
の
効
率
化
の
度
合
や
、
状

況
に
あ
わ
せ
た
変
容
の
過
程
を
、
地
域
軸
お
よ
び
時
間
軸
の
中
で
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
瓦
生
産
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
い
く
手
法
が
も
っ

と
重
視
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
議
論
の
狙
上
に
あ
げ
に
く
か
っ
た
「
中
央
や
他
地
域
と
横
に
結
び
つ
か
な
い
瓦
」
も

雄
弁
に
語
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
ま
た
他
の
遺
構
・
遺
物
や
文
献
史
学
か
ら
の
、
古
代
工
業
生
産
史
や
律
令
制
下
の
中
央
－
地
方
間
関
係
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
対
し
、
は
じ
め
て
同
じ
土
俵
で
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

①
と
い
い
な
が
ら
山
崎
氏
は
同
論
文
で
、
平
城
宮
・
京
と
同
箔
お
よ
び
同
文
の
瓦

　
の
検
討
の
み
か
ら
、
平
城
宮
系
工
入
の
地
方
へ
の
移
動
を
否
定
す
る
論
を
展
開
し

　
て
い
る
。
文
様
の
採
否
に
は
地
方
側
の
意
図
も
あ
る
と
い
う
本
稿
の
論
旨
か
ら
鑑

　
み
る
な
ら
、
当
然
文
様
意
匠
が
共
通
し
な
い
と
こ
ろ
に
も
平
城
宮
系
の
門
技
法
」

　
　
参
考
文
献

赤
塚
次
郎
・
蟹
江
吉
弘
　
一
九
九
四
　
　
「
尾
張
国
分
寺
系
瓦
に
つ
い
て
」
『
堀
之
内

　
　
花
ノ
木
選
跡
輪
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

浅
野
墨
譜
　
一
九
六
八
　
　
「
尾
張
国
分
寺
の
発
掘
調
査
扁
『
稲
沢
市
史
都
　
稲
沢
市

　
　
教
育
委
員
会

稲
垣
晋
也
　
　
九
九
一
　
「
三
河
国
の
古
瓦
の
伝
来
と
展
開
」
『
北
野
廃
寺
臨
　
附

　
　
崎
市
教
育
委
貝
会

岩
戸
晶
子
　
二
〇
〇
一
　
「
奈
良
時
代
の
鬼
面
文
鬼
瓦
」
噸
史
林
撫
八
四
－
三
　
史

の
み
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
頗
崎
氏
の
論
は
、

「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
そ
の
理
念
と
は
矛
盾
し
、
不
十
分
な
資
料
分
析
か
ら

導
い
た
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
氏
も
ま
た
瓦
当
文
の
呪
縛
か
ら
完
全
に
は

逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
惜
し
ま
れ
る
。

　
　
学
研
究
会

上
原
真
人
　
一
九
七
八

　
　
究
輪
　
＝
二
・
一
四

上
原
真
入
　
一
九
八
六

　
　
岩
波
書
店

ト
由
原
宵
バ
人
　
　
一
・
九
九
山
ハ

上
原
真
人
　
一
九
九
七

岡
本
｛
果
一
二
　
　
一
九
九
⊥
ハ

「
古
代
末
期
に
お
け
る
瓦
生
産
体
制
の
変
革
」
噸
古
代
研

元
興
寺
文
化
財
研
究
所

「
仏
教
」
欄
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
四
集
落
と
祭
祀
輪

噸
日
本
の
美
術
一
二
五
九
　
連
華
文
隔
　
至
文
堂

嗣
瓦
を
読
む
隔
　
講
談
社

開
東
国
の
古
代
寺
院
と
瓦
蜘
　
吉
川
弘
文
館
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造瓦組織の復原と瓦当文（梶原）

梶
山
　
勝
　
一
九
九
～
　
「
尾
張
国
分
寺
軒
瓦
と
そ
の
同
型
瓦
の
分
布
を
め
ぐ
っ

　
て
」
榊
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
隔
　
【
臨

梶
山
　
勝
　
～
九
九
八
　
「
三
河
の
高
句
麗
系
軒
丸
瓦
」
『
飛
鳥
時
代
の
瓦
づ
く
り
』

　
H
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

梶
原
義
実
　
一
九
九
九
　
「
七
世
紀
に
お
け
る
造
瓦
組
織
の
発
展
」
『
史
林
隔
八
ニ

　
一
山
ハ
　
史
学
研
究
△
筑

梶
原
義
実
　
二
〇
〇
〇
　
　
「
国
分
寺
造
営
期
の
瓦
供
給
体
制
－
西
海
道
諸
国
の
例
か

　
ら
一
」
噌
考
古
学
雑
誌
邑
八
六
－
一
　
日
本
考
古
学
会

梶
原
義
実
　
二
〇
〇
二
　
　
「
最
古
の
官
営
山
寺
・
崇
福
寺
1
そ
の
造
営
と
維
持
1
」

　
魍
仏
教
弾
歎
脚
何
帰
一
細
田
五
　

毎
日
新
聞
社

関
東
古
瓦
研
究
会
編
　
一
九
九
八
　
　
『
聖
武
天
皇
と
国
分
寺
螂
　
雄
山
閣

木
村
捷
三
郎
　
～
九
六
九
　
「
平
安
中
期
の
瓦
に
つ
い
て
の
私
見
駄
『
延
喜
天
暦
時

　
代
の
研
究
』
　
古
代
学
協
会

京
都
国
立
博
物
館
　
一
九
八
八
　
　
魍
畿
内
と
東
国
…
埋
も
れ
た
律
令
国
家
－
臨

斎
藤
慕
彦
　
一
九
八
五
　
門
三
河
国
府
出
土
遺
物
に
つ
い
て
」
欄
山
ノ
入
遺
跡
輪

　
豊
川
市
教
育
委
員
会

佐
川
正
敏
　
｝
九
九
三
　
「
屋
瓦
」
糊
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
臨
X
W
奈
良
国
立

　
文
化
財
研
究
所

杉
橋
隆
央
　
一
九
九
四
　
　
門
国
分
寺
造
営
と
そ
の
背
景
臨
四
聖
囲
県
史
幽
通
史
編
一

高
浜
市
や
き
も
の
の
里
か
わ
ら
美
術
館
　
｝
九
九
八
a
　
噸
三
河
の
古
瓦
臨

高
浜
市
や
き
も
の
の
里
か
わ
ら
美
術
館
　
一
九
九
八
b
　
　
『
古
代
瓦
の
美
－
尾
張
1

　
そ
の
文
様
の
ロ
マ
ン
』

高
浜
市
や
き
も
の
の
里
か
わ
ら
美
術
館
　
二
〇
〇
二
　
　
『
遠
江
の
古
癖
葱

角
田
文
傭
編
　
一
九
一
二
八
　
　
『
国
分
寺
の
研
究
』
上
巻

角
田
文
衛
編
　
一
九
九
一
　
『
新
修
国
分
寺
の
研
究
　
第
二
巻
　
畿
内
と
東
海
道
睡

　
吉
川
弘
文
館

角
田
文
衛
編
　
一
九
九
七
　
　
『
新
修
国
分
寺
の
研
究
　
第
七
巻
　
補
遣
』
　
吉
川
弘

　
文
館

東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
　
～
九
九
二
　
　
『
古
代
仏
教
東
へ
1
寺
と
窯
－
臨

中
井
　
公
　
一
九
九
七
　
　
荊
大
安
寺
式
偏
軒
瓦
の
年
代
」
隅
堅
田
直
先
生
古
稀
記
念

　
論
文
集
匝

中
野
　
宥
　
｝
九
八
九
　
　
「
宮
川
瓦
窯
跡
群
」
噸
静
岡
県
の
窯
業
遺
跡
輪
　
静
岡
県

　
教
育
委
員
会

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
六
　
『
平
城
京
・
藤
原
京
出
土
軒
瓦
型
式
一

　
覧
臨

花
谷
　
浩
　
二
〇
〇
〇
　
　
「
山
田
寺
の
重
弧
紋
蔚
平
瓦
扁
『
飛
烏
自
鳳
の
瓦
づ
く
り
』

　
W
　
古
代
瓦
研
究
会

平
野
吾
郎
　
一
九
八
五
　
門
遠
江
国
分
寺
出
土
瓦
と
瓦
屋
に
つ
い
て
」
『
古
代
探
叢
隔

　
H
　
早
稲
田
大
学
娼
版
部

平
野
吾
郎
　
一
九
九
〇
　
「
遠
江
・
駿
河
に
お
け
る
屋
瓦
と
寺
院
」
噸
静
岡
県
史
研

　
究
撫
六

平
野
吾
郎
　
｝
九
九
二
　
「
屋
瓦
駄
『
静
岡
県
史
臨
資
料
編
三

平
野
吾
郎
　
一
九
九
四
　
　
「
遠
江
国
分
寺
の
造
営
と
地
方
豪
族
の
動
向
」
噸
古
代
師

　
九
七
　
早
稲
田
大
学
考
古
学
会

平
野
吾
郎
　
一
九
九
五
　
　
「
片
山
廃
寺
再
考
」
噸
（
財
）
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研

　
究
言
訳
立
一
〇
周
年
記
念
論
文
集
憾

平
野
吾
郎
　
一
九
九
八
　
門
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
国
分
寺
の
修
復
」
『
静
岡
の

　
考
古
学
』

北
條
献
言
　
二
〇
〇
一
　
「
東
畑
廃
寺
縣
「
尾
張
国
分
寺
田
第
五
回
古
瓦
観
察
会
発

　
表
資
料

前
田
清
彦
　
～
九
八
九
　
　
「
瓦
」
禦
二
河
国
分
寺
跡
触
　
豊
川
市
教
育
委
員
会

前
田
清
彦
　
～
九
九
五
　
　
「
三
河
国
分
寺
系
軒
丸
瓦
を
め
ぐ
っ
て
…
成
形
台
～
本
造
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り
軒
丸
瓦
の
変
遷
と
そ
の
系
譜
」
『
一
二
河
考
古
隔
八
　
三
河
考
古
刊
行
会

前
田
清
彦
　
二
〇
〇
〇
　
「
東
海
地
方
の
古
代
の
鬼
瓦
と
そ
の
系
譜
」
『
三
河
考
古
幽

　
　
　
＝
工
　
三
河
考
古
刊
行
会

増
島
　
淳
　
～
九
九
七
　
　
「
県
内
廃
寺
出
土
瓦
の
特
徴
第
一
報
…
発
素
組
成
か
ら
見

　
　
　
た
i
」
魍
静
岡
県
考
古
学
研
究
漏
二
九
　
静
岡
県
考
古
学
会

森
　
郁
夫
　
一
九
七
四
　
「
平
城
宮
系
輯
瓦
と
国
分
寺
造
営
一
隅
古
代
研
究
駈
三

　
　
　
元
興
寿
文
化
財
研
究
所

森
　
郁
夫
　
一
九
九
〇
　
「
畿
内
と
東
国
の
瓦
」
明
畿
内
と
東
国
の
瓦
輪
　
京
都
国

　
　
　
立
博
物
館

森
　
郁
夫
　
一
九
九
五
　
　
門
遠
江
国
分
寺
の
瓦
と
寺
の
造
営
」
『
遠
江
国
分
寺
跡
の

　
　
　
調
査
睡
　
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

森
　
郁
夫
　
｝
九
九
八
　
　
魍
日
本
古
代
寺
院
造
営
の
研
究
幅
　
法
政
大
学
出
版
局

毛
利
光
俊
彦
・
花
谷
浩
　
一
九
九
一
　
「
録
事
」
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
臨
X
m

　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

山
崎
信
二
　
一
九
九
四
　
　
「
平
城
宮
・
京
と
建
場
の
軒
瓦
お
よ
び
平
城
宮
式
軒
瓦
に

　
　
　
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
　
一
九
九
瓢
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
～
般
研
究
C

山
崎
信
二
　
二
〇
〇
〇
　
　
『
中
世
瓦
の
研
究
臨
　
雄
山
閣
鵡
版

吉
岡
康
暢
　
一
九
八
七
　
「
北
陸
道
の
窃
代
寺
院
」
噸
北
陸
の
古
代
寺
院
触
　
北
陸

　
　
　
古
瓦
研
究
会

　
　
　
報
告
書
類

【
遠
江
】
磐
田
市
郷
土
館
～
九
八
六
噸
遠
江
国
分
寺
跡
周
辺
遺
跡
（
国
分
寺
西
遺

跡
）
発
掘
調
査
報
告
弾
雨
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
八
七
噸
昭
和
六
一

年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
晋
書
臨
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
一
九
八
八
『
昭
和
⊥
潮
田
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
。

磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
｝
九
八
九
『
昭
和
六
三
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
書
撫
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
〇
開
平
成
元
年
度

国
分
奪
・
国
府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
脚
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
～
九

九
一
a
噸
昭
和
六
三
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
第
五
七
次
発
掘
調
査
報
告
書
輪
。

磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
一
b
隅
平
成
二
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
書
臨
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
i
一
九
九
一
。
『
平
成
王
年

度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
第
八
三
次
発
掘
調
査
報
告
書
下
。
磐
繭
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
i
一
九
九
二
a
噸
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
第
五
次
地
点
発
掘
調
査
報
告
書
撫
。

磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
二
b
明
平
成
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡

発
掘
調
杢
報
告
書
撫
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
三
矧
平
成
四
年
度

国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
塩
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九

九
四
『
平
成
五
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遣
跡
発
掘
調
査
報
告
書
扁
。
磐
昭
寮
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
五
『
平
成
六
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報

告
書
臨
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
i
一
九
九
六
噸
平
成
七
年
度
　
国
分
寺
・
国

府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
幅
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
～
九
九
七
『
平
成

八
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
臨
。
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
i
一
九
九
八
『
平
成
～
○
年
度
　
国
分
寺
・
国
府
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
輪
。

静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
一
九
九
五
噸
遠
江
国
分
寺
跡
の
調
査
隔
。

【
駿
河
】
静
岡
県
教
育
委
員
会
一
九
八
九
謹
聴
都
県
の
窯
業
遺
跡
輪
。

【
尾
張
】
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
陽
隅
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
輪
。
稲

沢
市
教
育
委
員
会
一
九
八
三
四
尾
張
国
分
寺
跡
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
臨
。
稲
沢
市

教
育
委
員
会
一
九
九
七
凹
稲
沢
市
内
遣
跡
発
掘
調
査
報
告
書
輪
賑
。
稲
沢
市
教
育
委

員
会
一
九
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Rethinking　the　Meaning　of　the　Designs　of　Antefixes　in　Attempting　to

　　　　　　　　　Reconstruct　the　System　of　Roof－Tile　Manufacture：

Based　on　an　Analysis　of　the　Provincial　Monasteries　in　the　Tol〈ai　District

by

KAJIWARA　Yoshimitsu

　　As　regards　the　constructioR　of　provincial　monasteries，　it　has　been　argued　that

the　central　govemment　had　actively　offered　technical　assistance　in　their

construction　because　the　design　found　on　antefixes　（omamented　roof　ales）　of　each

of　the　provincial　monasteries　matches　that　found　in　the　Nara　capital．　Regarding

the　four　provincial　monasteries　of　the　Tokai　district　that　wi11　be　discussed　in　this

paper，　some　scholars　have　also　emphasized　the　close　relationship　of　each

monas£ery　with　the　capital　aRd　the　strong　affiliation　among　the　four　based　on　the

shared　design　of　fiat　eaves　die　with　tkat　employed　in　the　capital．

　　The　author　examines　roof　tYes　of　the　four　provir｝cial　monasteries　together　as　a

set，　iRcluding　the　eaves　tiles．　lt　can，　then，　be　pointed　out　that　production　of　the

roof　tiles　for　the　moBasteries　appears　to　have　been　localized，especially　in　the　case

of　the　round　eaves　tiles，　and　that　the　rise－and－fall　of　workskops　producing　i’oof

tites　in　each　monastery　was　not　synchronous．　The　author　therefore　considers

these　points　as　counter－evidence　to　the　traditional　argument．

　　This　analysis　challenges　the　coRveRtioRal　intexpretations　that　read　into　a

compartson　of　the　designs　of　antefixes　their　political　background　or　relationships

between　the　builders　of　the　temp｝es，　and　so　forth．　The　author　asserts，　instead，

that　an　analysis　of　roof　tiles，　including　the　designs　of　antefuces，　should　be

undertaken　for　the　purpose　of　reconstructing　the　system　of　their　manufacture．

The　results　of　such　an　analysis　should　be　compared　with，　and　discussed　in　the

light　of，　the　imits　of　archaeolegical　studies　on　manufacturing　systems　of　other

products　and　historiogiraphical　sources．
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